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知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
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いいもの みぃ～つけた！　vol.35　NPO 法人 生活支援センター 207
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もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和3年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一

環として、
非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガを

した場合
の傷害補

償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は
、下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1

日行事区分
「a行事」

の範囲の行
事となりま

す。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人数

が確定して
いる必要は

ありません
が、予定さ

れている定
員数でお

申込みくだ
さい。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には、

参加者全
員分の名

簿が必要と
なります。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

　与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和3年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和3年度版
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寄稿 　気持ちのいい人間関係って、なんだろう。
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寄稿 　人の気配がするところ
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以前の地域コミュニティには、たまり場や

井戸端会議など、自然に人と関わったり、

コミュニケーションをとる場がありました。

現在、主に都会では、周囲が困りごとを

持つ人に気づかなかったり、地域や社会

の問題が見えづらくなっています。こうし

た状況を踏まえ、さまざまな人が行き交い、

集い、語り合える場づくりを行う市民活動

があります。

今号では、三者三様の場づくりを行って

いる、芝の家、NPO法人グッド、ちよと

ものみなさんに寄稿をいただきました。現

場のリアルな声からは、多様な人とかかわ

るうちに周囲に対する関心や他者への思

いやりが芽生え、培われるものであるこ

とを窺
うかが

い知ることができます。自ら歩み出

すまでの時間を許容する、ささやかな試

みは、効率を優先し数で推し量る社会に

一石を投じているのではないでしょうか。

語り合う先に
場をつくる

特集

2　かくし
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特 集   語り合う先に場をつくる

■

は
じ
ま
り

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
８（
平
成
20
）年
10
月
、

場
所
は
、東
京
タ
ワ
ー
の
ふ
も
と
、田

町
の
オ
フ
ィ
ス
街
か
ら
少
し
外
れ
た
昔
な

が
ら
の
ま
ち
な
み
が
残
る
一
角
、港
区
芝

３
丁
目
の
住
宅
街
。
３
階
建
て
の
ア
パ
ー

ト
の
１
階
部
分
を
古
民
家
風
に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
そ
の「
家
」は
誕
生
し
ま
し
た
。

港
区
芝
地
区
総
合
支
所
と
近
隣
に
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
が
協
働
し

て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
昭
和
の
地

域
力
再
発
見
事
業
＊
」。
希
薄
化
す
る
住
民

間
の
つ
な
が
り
、と
い
う
芝
地
区
の
区
民

参
加
型
政
策
会
議
で
挙
が
っ
た
課
題
を
起

点
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
的
と

し
た
実
験
的
な
常
設
型
地
域
交
流
拠
点
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
一
番
シ
ン
プ
ル
な「
芝
の
家
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■

﹁ど
ん
な
居
場
所
？
﹂

区
役
所
は
枠
組
み
・
予
算
を
、
大
学
側

か
ら
は
最
初
の
３
年
間
人
材
を
提
供
し
運

営
の
中
身
を
研
究
・
提
案
し
た
。
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
は「
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
き
で
は

な
く
、誰
も
が
気
楽
に
立
ち
寄
り
、そ
の

人
ら
し
く
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
せ

る
、ホ
ッ
と
す
る
居
場
所
を
作
り
た
い
」。

そ
ん
な
思
い
に
共
感
す
る
人
が
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
に
集
い
、場
づ
く
り
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
13
年
経
っ
た
今
、本
当
に
こ

の「
芝
の
家
」と
い
う
名
前
が
し
っ
く
り

く
る
こ
と
を
、こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
を
訪
れ
る
誰
も
が
実
感
し
て
い
ま
す
。

既
存
の「
町
会
・
自
治
会
」と
は

ま
た
違
っ
た
切
り
口
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
試
み
。
キ
ッ
ク

オ
フ
の
集
い
で
は
、ま
ず
拠
点
の

名
前
を
、ま
ち
に
関
わ
る
様
々
な

人
で
案
を
出
し
合
っ
て
決
め
ま

し
た
。「
ま
ち
の
灯
火
」子
ど
も
に

と
っ
て
も
大
人
に
と
っ
て
も
灯
台

の
よ
う
な
温
か
な
場
所
、学
び
場

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら「
芝
の

寺
子
屋
」な
ど
も
挙
げ
ら
れ
た
中
、

＊開設当初の事業名。現在は「地域をつなぐ！ 交流の場づくりプロジェクト」。

（上） 縁側交流、小学１年生の2人が手にしているのはけん玉
（右上） 花や野菜の苗が生き生きとした軒先、園芸からの交流も盛ん
（右） 玄関から見る室内、入り口では図書の貸し出しや駄菓子販売も
（下） 旧拠点、2008年～2018年の10年間を過ごした場
（写真提供：すべて芝の家）

「
芝
の
家
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」

「
そ
う
聞
か
れ
る
と
、
一
言
で
表
す
の
は
難
し
い
の
よ
〜
」
と
常
連
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。「
私
ね
、
こ
こ
を
お
友
達
に
紹
介
す
る
と
き
、
と
に
か
く
い

ろ
ん
な
人
に
会
え
る
の
よ
、
思
い
も
寄
ら
な
い
方
に
ね
、
そ
れ
が
楽
し
い
の
、

だ
か
ら
と
に
か
く
一
度
来
て
み
て
っ
て
言
っ
ち
ゃ
う
の
」。
ス
タ
ッ
フ
も

来
場
者
も
今
日
ど
ん
な
人
が
来
る
の
か
、
何
が
起
こ
る
の
か
毎
日
分
か
ら

な
い
。
訪
れ
る
日
毎
に
異
な
る
風
景
が
広
が
る
そ
ん
な
場
所
。

「
た
だ
い
ま
」

駄
菓
子
を
買
い
た
く
て
歩
い
て
３
分
の
自
宅
に
お
財
布
を
取
り
に
行
っ

た
小
学
５
年
生
が
そ
う
言
い
な
が
ら
戻
っ
て
き
た
。
す
る
と
「
あ
、
思
わ
ず

た
だ
い
ま
〜
っ
て
言
っ
ち
ゃ
っ
た
、
家
じ
ゃ
な
い
の
に
」
と
呟
い
て
い
る
。

そ
う
、
こ
こ
は
ま
る
で
誰
か
の
家
で
過
ご
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
佇
ま
い
の

あ
る
居
場
所
。

「
つ
か
れ
た
〜
ち
ょ
っ
と
休
ま
せ
て
」

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
い
き
な
り
縁
側
に
寝
転
ぶ
小
学
２
年
生
。

別
の
日
に
は
「
ね
え
、
ガ
ム
テ
ー
プ
頂
ち
ょ
う
だ
い
戴
」
と
開
口
一
番
。
手
に
は
学
校
で

作
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
電
車
。
持
ち
帰
る
途
中
で
壊
れ
か
か
り
、
そ
の
修

理
に
こ
こ
な
ら
ガ
ム
テ
ー
プ
が
あ
る
は
ず
、
と
立
ち
寄
っ
た
り
、
彼
に
と
っ

て
下
校
時
の
ト
イ
レ
や
困
り
ご
と
解
決
の
立
ち
寄
り
場
所
。

人の気配がするところ
芝の家　加藤　亮子

人の気配がするところ
加藤亮子 （芝の家）

寄稿
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家
じ
ゃ
な
い
の
に
」
と
呟
い
て
い
る
。

そ
う
、
こ
こ
は
ま
る
で
誰
か
の
家
で
過
ご
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
佇
ま
い
の

あ
る
居
場
所
。

「
つ
か
れ
た
〜
ち
ょ
っ
と
休
ま
せ
て
」

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
い
き
な
り
縁
側
に
寝
転
ぶ
小
学
２
年
生
。

別
の
日
に
は
「
ね
え
、
ガ
ム
テ
ー
プ
頂
ち
ょ
う
だ
い
戴
」
と
開
口
一
番
。
手
に
は
学
校
で

作
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
電
車
。
持
ち
帰
る
途
中
で
壊
れ
か
か
り
、
そ
の
修

理
に
こ
こ
な
ら
ガ
ム
テ
ー
プ
が
あ
る
は
ず
、
と
立
ち
寄
っ
た
り
、
彼
に
と
っ

て
下
校
時
の
ト
イ
レ
や
困
り
ご
と
解
決
の
立
ち
寄
り
場
所
。

人の気配がするところ
芝の家　加藤　亮子

人の気配がするところ
加藤亮子 （芝の家）

寄稿
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特 集   語り合う先に場をつくる

10時20分 今日のお当番スタッフAさん到着。向かいのNさん 「オクラの花、咲いたね?」。

10時25分 お隣りのSさん縁側に腰掛けてデイサービス迎えの車待ち。Aさんと挨拶。

10時27分 もう1人のお当番スタッフCさん到着。

10時30分 オープン準備 玄関に看板、ご自由にボックスと呼んでいるリサイクル品を入れた箱を縁側に並べた

り、お湯を沸かしお茶を準備したり。

10時40分 今日のお当番メンバー2人で 「チェックイン」。今日1日芝の家で一緒に過ごす仲間同士で、体調や過

ごし方を伝え合い、芝の家の来訪者やイベントなど予定も共有する。

11時 オープン

11時10分 「豚汁たくさん作ったからお鍋かして」同じ通りのYさんから差し入れ。

11時30分 縁側のご自由にボックス （無料のリサイクルコーナー） に立ち寄る方。今日は散歩の途中で偶然通

りかかったそう。新品の布製バッグに出会い 「ラッキー」と喜んで帰られる。

11時50分 図書館で芝の家カレンダーをもらったという方が初めて来場。スタッフとしばらく玄関先で立ち

話 「せっかくだから入ってみませんか」。

12時10分 近くにお勤めの方がお弁当を持って来場。ソファ席に座って静かに昼食。

12時20分 スタッフも昼食。

12時40分 お勤めの方に話しかける。お勧めのランチ場所などで盛り上がる。 「公園以外に職場の外でお弁

当を食べられる場所があるのはありがたい」。

13時15分 そろそろ小学生が下校し始める頃、スタッフCさん、通りに出てけん玉。

13時30分 今日は早めに下校する曜日。ご自由にボックスを覗く子、スタッフに話しかける子。けん玉をする子。

13時40分 大学生、授業で紹介されてレポート課題があり見学のため来場。2人で。

14時10分 「今日はサッカー教室がない日」小2の子が遊びに来る。大学生のお兄ちゃんを見つけて早速嬉しそ

うに話しかける。

14時20分 小学生、大学生、スタッフでベーゴマ。初来場の大学生のお兄ちゃんに紐の巻き方を教える常連の

小学生。

14時30分 常連のおばあちゃん 「来ちゃった?」。折り紙で作った季節の飾りを持って。

14時45分 初来場の大学生、おばあちゃんに折り紙を誘われて一緒にちゃぶ台を囲む。

15時 珍しく中3の子が立ち寄る。友人と待ち合わせの様子。

15時10分 中学生2人、奥のテーブルで宿題を広げる。

15時20分 近所の小2の子、おじいちゃんと駄菓子を買いに。

15時40分 犬の散歩の途中、Nさん玄関に立ち寄り。

15時45分 「そろそろ16時なので、片付けを?」とAさんが声かけ。日誌をまとめる。

15時55分 「またね?」、「今日はありがとう」、「最後に駄菓子買ってもいい？」

16時  クローズ

16時10分 最後の方も退室。室内掃除機、家具やおもちゃを拭いたりトイレ掃除など。

16時30分 チェックアウト、今日1日のふりかえり。その日の当番スタッフで良かったこと、気になったことを交わ

し合う。この日は駄菓子のことで意見を出し、早速明日から変更してみることに。

17時15分 スタッフ退室。

 【日誌】 ◯月×日の芝の家
 ― 日々起きることを、とある一日の日誌として書いてみました。

場
づ
く
り
の
一
歩
は
、ま
ず
人（
ス
タ
ッ

フ
）が
い
て
場
を
開
け
て
み
る
、そ
の
こ

と
か
ら
。
近
隣
に
暮
ら
す
方
の
期
待
や

ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
っ
た
り
、通
行
す
る
人

に
声
を
か
け
た
り
。
開
所
す
る
時
間
帯
に

よ
る
変
化
を
探
っ
て
み
た
り
、入
場
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
て

み
た
り
。
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
み

た
り
。
植
物
を
育
て
、そ
の
世
話
を
共
に

す
る
こ
と
で
会
話
の
機
会
が
増
え
た
り
。

週
２
～
３
日
の
開
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
、

次
第
に
週
６
日
、１
日
５
時
間
と
い
う
開

室
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
、時
間
帯
は
11

時
～
16
時
、
13
時
～
18
時
と
い
う
２
パ

タ
ー
ン
で
、様
々
な
世
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
週

６
日
は
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
大
き
く
地
域

で
の
知
名
度
も
上
が
っ
た
の
で
、６
年
目

か
ら
は
週
５
日（
日
月
休
み
）に
変
更
。
時

間
帯
は
、12
時
～
17
時
で
毎
日
統
一
し
た

時
期
を
経
て
、最
近
は
平
日
は
11
時
～
16

時
、土
曜
日
は
12
時
～
17
時
が
定
着
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
、開
室
す
る
時
間
帯

一
つ
と
っ
て
も
手
探
り
で
時
に
見
直
し
を

加
え
な
が
ら
、多
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
に
居

心
地
の
良
い
居
場
所
づ
く
り
を
、多
世
代

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
・
運
営
ス
タ
ッ

フ
が
知
恵
と
真
心
を
出
し
合
い
日
々
を
積

み
重
ね
、13
年
が
経
ち
ま
し
た
。

■

開
所
か
ら
13
年
を
経
て

　

そ
の
間
、社
会
の
変
化
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
。
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
、誰
か
と
の
お
し
ゃ
べ

り
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
欠
け
る
こ

と
で
人
は
ど
ん
な
に
か
生
き
る
力
を
失
っ

て
し
ま
う
か
を
目
の
当
た
り
に
し
、社
会

全
体
で「
つ
な
が
り
」に
意
識
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
所
当
初
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
対
象
年
齢

が
定
ま
っ
て
い
な
い
公
共
の
交
流
拠
点
が

珍
し
く
、枠
組
み
の
ゆ
る
や
か
さ
や
行
政

ら
し
く
な
い
そ
の
雰
囲
気
に
、違
和
感
を

感
じ
る
方
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
で

は「
地
域
の
居
場
所
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
」と
い
う
言
葉
も
す
っ
か
り
自
然

に
受
け
入
れ
ら
れ
、「
芝
の
家
」の
よ
う
な

場
も
広
く
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊
＊
＊

「
わ
ー
、
今
日
初
め
て
人
に
こ
の
こ
と
話

し
た
、話
せ
た
」

高
校
１
年
生
の
Ｆ
ち
ゃ
ん
。
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
た
様
子
で
長
い
間
一
人
で
抱

え
て
き
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。
小
学

生
の
頃
か
ら
来
場
し
て
い
た
そ
の
子
は
、

（上） 宿題をする子、クイズを出す子、ゲームをする子、
　　 異年齢がちゃぶ台に同居する
（右上） 親子で来場、藍の生葉染めワークショップを旧拠点にて
（右） 近所の人、遠方からの人がいい感じに混じり合う
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特 集   語り合う先に場をつくる

10時20分 今日のお当番スタッフAさん到着。向かいのNさん 「オクラの花、咲いたね?」。

10時25分 お隣りのSさん縁側に腰掛けてデイサービス迎えの車待ち。Aさんと挨拶。

10時27分 もう1人のお当番スタッフCさん到着。

10時30分 オープン準備 玄関に看板、ご自由にボックスと呼んでいるリサイクル品を入れた箱を縁側に並べた

り、お湯を沸かしお茶を準備したり。

10時40分 今日のお当番メンバー2人で 「チェックイン」。今日1日芝の家で一緒に過ごす仲間同士で、体調や過

ごし方を伝え合い、芝の家の来訪者やイベントなど予定も共有する。

11時 オープン

11時10分 「豚汁たくさん作ったからお鍋かして」同じ通りのYさんから差し入れ。

11時30分 縁側のご自由にボックス （無料のリサイクルコーナー） に立ち寄る方。今日は散歩の途中で偶然通

りかかったそう。新品の布製バッグに出会い 「ラッキー」と喜んで帰られる。

11時50分 図書館で芝の家カレンダーをもらったという方が初めて来場。スタッフとしばらく玄関先で立ち

話 「せっかくだから入ってみませんか」。

12時10分 近くにお勤めの方がお弁当を持って来場。ソファ席に座って静かに昼食。

12時20分 スタッフも昼食。

12時40分 お勤めの方に話しかける。お勧めのランチ場所などで盛り上がる。 「公園以外に職場の外でお弁

当を食べられる場所があるのはありがたい」。

13時15分 そろそろ小学生が下校し始める頃、スタッフCさん、通りに出てけん玉。

13時30分 今日は早めに下校する曜日。ご自由にボックスを覗く子、スタッフに話しかける子。けん玉をする子。

13時40分 大学生、授業で紹介されてレポート課題があり見学のため来場。2人で。

14時10分 「今日はサッカー教室がない日」小2の子が遊びに来る。大学生のお兄ちゃんを見つけて早速嬉しそ

うに話しかける。

14時20分 小学生、大学生、スタッフでベーゴマ。初来場の大学生のお兄ちゃんに紐の巻き方を教える常連の

小学生。

14時30分 常連のおばあちゃん 「来ちゃった?」。折り紙で作った季節の飾りを持って。

14時45分 初来場の大学生、おばあちゃんに折り紙を誘われて一緒にちゃぶ台を囲む。

15時 珍しく中3の子が立ち寄る。友人と待ち合わせの様子。

15時10分 中学生2人、奥のテーブルで宿題を広げる。

15時20分 近所の小2の子、おじいちゃんと駄菓子を買いに。

15時40分 犬の散歩の途中、Nさん玄関に立ち寄り。

15時45分 「そろそろ16時なので、片付けを?」とAさんが声かけ。日誌をまとめる。

15時55分 「またね?」、「今日はありがとう」、「最後に駄菓子買ってもいい？」

16時  クローズ

16時10分 最後の方も退室。室内掃除機、家具やおもちゃを拭いたりトイレ掃除など。

16時30分 チェックアウト、今日1日のふりかえり。その日の当番スタッフで良かったこと、気になったことを交わ

し合う。この日は駄菓子のことで意見を出し、早速明日から変更してみることに。

17時15分 スタッフ退室。

 【日誌】 ◯月×日の芝の家
 ― 日々起きることを、とある一日の日誌として書いてみました。

場
づ
く
り
の
一
歩
は
、ま
ず
人（
ス
タ
ッ

フ
）が
い
て
場
を
開
け
て
み
る
、そ
の
こ

と
か
ら
。
近
隣
に
暮
ら
す
方
の
期
待
や

ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
っ
た
り
、通
行
す
る
人

に
声
を
か
け
た
り
。
開
所
す
る
時
間
帯
に

よ
る
変
化
を
探
っ
て
み
た
り
、入
場
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
て

み
た
り
。
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
み

た
り
。
植
物
を
育
て
、そ
の
世
話
を
共
に

す
る
こ
と
で
会
話
の
機
会
が
増
え
た
り
。

週
２
～
３
日
の
開
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
、

次
第
に
週
６
日
、１
日
５
時
間
と
い
う
開

室
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
、時
間
帯
は
11

時
～
16
時
、
13
時
～
18
時
と
い
う
２
パ

タ
ー
ン
で
、様
々
な
世
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
週

６
日
は
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
大
き
く
地
域

で
の
知
名
度
も
上
が
っ
た
の
で
、６
年
目

か
ら
は
週
５
日（
日
月
休
み
）に
変
更
。
時

間
帯
は
、12
時
～
17
時
で
毎
日
統
一
し
た

時
期
を
経
て
、最
近
は
平
日
は
11
時
～
16

時
、土
曜
日
は
12
時
～
17
時
が
定
着
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
、開
室
す
る
時
間
帯

一
つ
と
っ
て
も
手
探
り
で
時
に
見
直
し
を

加
え
な
が
ら
、多
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
に
居

心
地
の
良
い
居
場
所
づ
く
り
を
、多
世
代

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
・
運
営
ス
タ
ッ

フ
が
知
恵
と
真
心
を
出
し
合
い
日
々
を
積

み
重
ね
、13
年
が
経
ち
ま
し
た
。

■

開
所
か
ら
13
年
を
経
て

　

そ
の
間
、社
会
の
変
化
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
。
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
、誰
か
と
の
お
し
ゃ
べ

り
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
欠
け
る
こ

と
で
人
は
ど
ん
な
に
か
生
き
る
力
を
失
っ

て
し
ま
う
か
を
目
の
当
た
り
に
し
、社
会

全
体
で「
つ
な
が
り
」に
意
識
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
所
当
初
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
対
象
年
齢

が
定
ま
っ
て
い
な
い
公
共
の
交
流
拠
点
が

珍
し
く
、枠
組
み
の
ゆ
る
や
か
さ
や
行
政

ら
し
く
な
い
そ
の
雰
囲
気
に
、違
和
感
を

感
じ
る
方
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
で

は「
地
域
の
居
場
所
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
」と
い
う
言
葉
も
す
っ
か
り
自
然

に
受
け
入
れ
ら
れ
、「
芝
の
家
」の
よ
う
な

場
も
広
く
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊
＊
＊

「
わ
ー
、
今
日
初
め
て
人
に
こ
の
こ
と
話

し
た
、話
せ
た
」

高
校
１
年
生
の
Ｆ
ち
ゃ
ん
。
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
た
様
子
で
長
い
間
一
人
で
抱

え
て
き
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。
小
学

生
の
頃
か
ら
来
場
し
て
い
た
そ
の
子
は
、

（上） 宿題をする子、クイズを出す子、ゲームをする子、
　　 異年齢がちゃぶ台に同居する
（右上） 親子で来場、藍の生葉染めワークショップを旧拠点にて
（右） 近所の人、遠方からの人がいい感じに混じり合う
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特 集   語り合う先に場をつくる

「
居
心
地
が
よ
く
て
、
初
め
て
来
た
気

が
し
な
い
。
な
ん
だ
か
落
ち
着
き
ま
す
ね
」

初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
る
人
が
、
よ
く
口

に
す
る
言
葉
だ
。
団
体
立
ち
上
げ
か
ら
22

年
。
人
や
形
が
変
化
し
な
が
ら
も
、
こ
の

場
所
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
ず
っ
と

変
わ
ら
な
い
。

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
経
験
の
あ
る
若

者
た
ち
、大
学
生
や
教
員
、保
育
士
、Ｉ
Ｔ

エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、個
性
豊
か
な
職
や
経

歴
の
持
ち
主
が
、併
設
さ
れ
る
寮
や
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
で
暮
ら
し
て
い
る
。
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
に
は
日
々
、大
学
生
や
自
立
を

目
指
す
若
者
た
ち
が
集
い
、そ
の
合
間
を

縫
っ
て
、ま
だ
幼
い
ス
タ
ッ
フ
の
子
供
達

が
走
り
回
る
。
夕
飯
時
に
な
る
と
、お
か

ず
の
い
い
匂
い
が
漂
い
、初
め
て
の
人
も

10
年
ぶ
り
に
や
っ
て
き
た
人
も
、一
緒
に

テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
日

本
全
国
、そ
し
て
世
界
各
地
か
ら
、さ
ら

に
多
く
の
人
た
ち
が
、年
齢
も
学
歴
も
職

業
も
関
係
な
く
、入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ

り
や
っ
て
き
て
い
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員

住
み
込
み
、お
は
よ
う
か
ら
お
や
す
み
ま

で
、ど
ん
な
悩
み
や
相
談
に
も
と
こ
と
ん

付
き
合
い
、
目
の
前
の
人
と
人
間
臭
く
、

向
き
合
い
続
け
る
。
寝
食
を
共
に
し
、泣

き
、笑
い
、語
ら
う
。
そ
ん
な
毎
日
が
く
り

広
げ
ら
れ
る
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
こ
の

場
所
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
グ
ッ
ド
」の
事
務

所
で
あ
る
。

■

こ
の
不
思
議
な
場
所
が
で
き
る
ま
で

グ
ッ
ド
は
、ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
・
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
・
共
同
生
活
寮
の
３
つ
の
事
業

を
通
し
て
、「
若
者
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」

を
続
け
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
設
立
は

２
０
０
１
年
。
小
さ
な
任
意
団
体
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
分
は
何
を
し
て
生
き

て
い
く
の
か
。
営
業
マ
ン
と
し
て
働
き
な

が
ら
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、

そ
し
て
世
界
中
を
旅
し
な
が
ら
、考
え
続

け
て
い
た
私
は
、26
歳
の
時
、今
は
無
き

日
本
青
年
奉
仕
協
会
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
６
５
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
会
っ

た
。
若
者
が
全
国
の
課
題
の
あ
る
場
所
に

赴
き
、１
年
間
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
す
る
。
私
が
活
動
先
と
し
て
選
ん

だ
の
は
、大
分
県
に
あ
る
全
寮
制
の
高
校

だ
っ
た
。

全
校
生
徒
３
０
０
人
中
２
０
０
人
が
元

不
登
校
、と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
そ
の
学

校
の
寮
に
住
み
込
み
、日
中
は
英
語
や
体

育
の
先
生
、夜
は
寮
の
舎
監
と
し
て
過
ご

し
た
。
そ
こ
で
私
が
出
会
っ
た
の
は
、赴

任
前
に
想
像
し
て
い
た
よ
う
な「
問
題
の

あ
る
困
っ
た
生
徒
た
ち
」で
は
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
日
本
社
会
の
学
校
と
い
う
仕
組
み

の
中
で
、常
に
空
気
を
読
み
、求
め
ら
れ

る
自
分
像
を
必
死
に
演
じ
な
が
ら
、そ
れ

気持ちのいい人間関係って、なんだろう。
若者が集い、育つ、「きっかけ」の場所

磯田浩司 （NPO 法人グッド 代表）

寄稿

そ
の
日
ほ
ん
の
少
し
肩
の
荷
を
降
ろ
せ
た

よ
う
に
み
え
ま
し
た
。

顔
な
じ
み
ス
タ
ッ
フ
２
～
３
人
と
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
、進
路
の

話
が
き
っ
か
け
で
家
族
の
悩
み
を
吐
露
し

た
Ｆ
ち
ゃ
ん
。
こ
の
会
話
を
通
し
て
気
が

つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が

い
る
場
所
・
自
分
を
出
し
て
も
い
い
場
所
。

家
族
で
は
な
い
、
友
人
と
も
少
し
違
う
、

で
も
親
し
み
を
感
じ
て
言
葉
を
交
わ
し
合

え
る
他
者
が
い
る
場
所
」そ
ん
な
役
割
が

悩
み
を
語
る
だ
け
で
な
く
、見
知
ら
ぬ

誰
か
と
の
何
気
な
い
会
話
に
よ
り
日
常
か

ら
少
し
離
れ
、心
が
弾
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
日
の
中
に
そ
ん
な
瞬
間
が
少
し
で
も

あ
る
だ
け
で
、人
は「
生
き
心
地
」が
良
く

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
あ
、今
日
こ
こ

に
来
て
よ
か
っ
た
な
」そ
ん
な
ふ
う
に
思

え
る
日
常
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
。
小
さ

な
居
場
所
の
小
さ
な
実
践
が
、社
会
の
一

角
を
少
し
で
も
明
る
く
し
、幸
せ
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
。

そ
ん
な
願
い
を
持
ち
な
が
ら
、芝
の
家

は
今
日
も
誰
か
を
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

「
は
じ
め
ま
し
て
」「
ひ
さ
し
ぶ
り
」「
お
か

え
り
」「
た
だ
い
ま
」そ
ん
な
言
葉
が
似
合

う
場
所
、初
め
て
の
人
も
い
つ
も
の
人
も

そ
れ
ぞ
れ
に
温
か
く
迎
え
入
れ
る
場
所
、

そ
れ
が「
芝
の
家
」で
す
。

（右）芝の家13周年を記念して開催した「いろはにほへっと芝まつり」
　　 旧拠点がはらっぱに生まれ変わりまた人が集う場に。
（右下）「いろはにさんぽ」まちあるき、芝の家が面する通りは「いろは
　　 通り」と呼ばれ、かつてはたくさんの商店で賑わっていたそう。

加
藤
亮
子 ︵
か
と
う
・
あ
き
こ
︶

２
０
０
８
年
芝
の
家
立
ち
上
げ
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
︒
２
０
１
４

年
か
ら
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
現
場
の
切
り
盛

り
役
を
務
め
早
９
年
︒
子
ど
も
た
ち
の
成
長
︑

そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
再
訪
が
嬉
し
い
こ
の
頃
︒

前
職
は
幼
稚
園
の
教
員
︒

あ
る
の
だ
な
あ
、と
い
う
こ
と
で
す
。

忙
し
い
社
会
の
中
で
埋
れ
が
ち
な
一
人

ひ
と
り
が
抱
え
る
悩
み
。
そ
れ
は
日
々
の

小
さ
な
も
の
か
ら
、自
分
だ
け
の
力
で
は

簡
単
に
は
取
り
除
け
な
い
も
の
だ
っ
た
り
。

悩
み
の
大
き
い
小
さ
い
に
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
一
人
で
向
き
合
う
こ
と
よ
り
も
、

時
に
は
誰
か
に
話
し
て
み
る
、あ
る
い
は

逃
げ
て
み
る
、離
れ
て
み
る
こ
と
も
必
要

だ
っ
た
り
。
こ
ん
な
話
し
、家
族
や
友
人

な
ど
近
し
い
人
に
は
話
せ
な
い
、か
と
い
っ

て
誰
か
他
の
人
に
話
す
こ
と
で
も
な
い
、

と
思
っ
て
い
て
も
、自
分
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
他
者
が
隣
に
い
る
と
、ふ
っ
と
人

は
話
し
た
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

言
葉
に
出
し
て
み
る
こ
と
で
、心
が
一

瞬
で
も
ほ
ぐ
れ
た
り
、固
ま
っ
て
い
た
視

点
が
ふ
っ
と
切
り
替
わ
っ
た
り
、心
に
新

し
い
風
が
吹
き
込
ま
れ
、ふ
っ
と
心
が
軽

く
な
っ
た
り
。

芝の家
地域をつなぐ！
交流の場づくり
プロジェクト
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や
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で
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。
フ
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に
は
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生
や
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を

目
指
す
若
者
た
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が
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、そ
の
合
間
を
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、ま
だ
幼
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フ
の
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供
達

が
走
り
回
る
。
夕
飯
時
に
な
る
と
、お
か

ず
の
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い
匂
い
が
漂
い
、初
め
て
の
人
も

10
年
ぶ
り
に
や
っ
て
き
た
人
も
、一
緒
に

テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
日

本
全
国
、そ
し
て
世
界
各
地
か
ら
、さ
ら

に
多
く
の
人
た
ち
が
、年
齢
も
学
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も
職

業
も
関
係
な
く
、入
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替
わ
り
立
ち
替
わ

り
や
っ
て
き
て
い
た
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ス
タ
ッ
フ
は
全
員

住
み
込
み
、お
は
よ
う
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ら
お
や
す
み
ま

で
、ど
ん
な
悩
み
や
相
談
に
も
と
こ
と
ん

付
き
合
い
、
目
の
前
の
人
と
人
間
臭
く
、

向
き
合
い
続
け
る
。
寝
食
を
共
に
し
、泣

き
、笑
い
、語
ら
う
。
そ
ん
な
毎
日
が
く
り

広
げ
ら
れ
る
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
こ
の

場
所
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
グ
ッ
ド
」の
事
務

所
で
あ
る
。

■

こ
の
不
思
議
な
場
所
が
で
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る
ま
で

グ
ッ
ド
は
、ワ
ー
ク
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ャ
ン
プ
・
フ
リ
ー
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・
共
同
生
活
寮
の
３
つ
の
事
業

を
通
し
て
、「
若
者
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」

を
続
け
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
設
立
は

２
０
０
１
年
。
小
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な
任
意
団
体
と
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て

ス
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ト
し
た
。
自
分
は
何
を
し
て
生
き

て
い
く
の
か
。
営
業
マ
ン
と
し
て
働
き
な

が
ら
、Ｎ
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活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、

そ
し
て
世
界
中
を
旅
し
な
が
ら
、考
え
続

け
て
い
た
私
は
、26
歳
の
時
、今
は
無
き

日
本
青
年
奉
仕
協
会
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
６
５
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
会
っ

た
。
若
者
が
全
国
の
課
題
の
あ
る
場
所
に

赴
き
、１
年
間
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
す
る
。
私
が
活
動
先
と
し
て
選
ん

だ
の
は
、大
分
県
に
あ
る
全
寮
制
の
高
校

だ
っ
た
。

全
校
生
徒
３
０
０
人
中
２
０
０
人
が
元

不
登
校
、と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
そ
の
学

校
の
寮
に
住
み
込
み
、日
中
は
英
語
や
体

育
の
先
生
、夜
は
寮
の
舎
監
と
し
て
過
ご

し
た
。
そ
こ
で
私
が
出
会
っ
た
の
は
、赴

任
前
に
想
像
し
て
い
た
よ
う
な「
問
題
の

あ
る
困
っ
た
生
徒
た
ち
」で
は
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
日
本
社
会
の
学
校
と
い
う
仕
組
み

の
中
で
、常
に
空
気
を
読
み
、求
め
ら
れ

る
自
分
像
を
必
死
に
演
じ
な
が
ら
、そ
れ

気持ちのいい人間関係って、なんだろう。
若者が集い、育つ、「きっかけ」の場所

磯田浩司 （NPO 法人グッド 代表）

寄稿

そ
の
日
ほ
ん
の
少
し
肩
の
荷
を
降
ろ
せ
た

よ
う
に
み
え
ま
し
た
。

顔
な
じ
み
ス
タ
ッ
フ
２
～
３
人
と
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
、進
路
の

話
が
き
っ
か
け
で
家
族
の
悩
み
を
吐
露
し

た
Ｆ
ち
ゃ
ん
。
こ
の
会
話
を
通
し
て
気
が

つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が

い
る
場
所
・
自
分
を
出
し
て
も
い
い
場
所
。

家
族
で
は
な
い
、
友
人
と
も
少
し
違
う
、

で
も
親
し
み
を
感
じ
て
言
葉
を
交
わ
し
合

え
る
他
者
が
い
る
場
所
」そ
ん
な
役
割
が

悩
み
を
語
る
だ
け
で
な
く
、見
知
ら
ぬ

誰
か
と
の
何
気
な
い
会
話
に
よ
り
日
常
か

ら
少
し
離
れ
、心
が
弾
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
日
の
中
に
そ
ん
な
瞬
間
が
少
し
で
も

あ
る
だ
け
で
、人
は「
生
き
心
地
」が
良
く

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
あ
、今
日
こ
こ

に
来
て
よ
か
っ
た
な
」そ
ん
な
ふ
う
に
思

え
る
日
常
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
。
小
さ

な
居
場
所
の
小
さ
な
実
践
が
、社
会
の
一

角
を
少
し
で
も
明
る
く
し
、幸
せ
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
。

そ
ん
な
願
い
を
持
ち
な
が
ら
、芝
の
家

は
今
日
も
誰
か
を
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

「
は
じ
め
ま
し
て
」「
ひ
さ
し
ぶ
り
」「
お
か

え
り
」「
た
だ
い
ま
」そ
ん
な
言
葉
が
似
合

う
場
所
、初
め
て
の
人
も
い
つ
も
の
人
も

そ
れ
ぞ
れ
に
温
か
く
迎
え
入
れ
る
場
所
、

そ
れ
が「
芝
の
家
」で
す
。

（右）芝の家13周年を記念して開催した「いろはにほへっと芝まつり」
　　 旧拠点がはらっぱに生まれ変わりまた人が集う場に。
（右下）「いろはにさんぽ」まちあるき、芝の家が面する通りは「いろは
　　 通り」と呼ばれ、かつてはたくさんの商店で賑わっていたそう。

加
藤
亮
子 ︵
か
と
う
・
あ
き
こ
︶

２
０
０
８
年
芝
の
家
立
ち
上
げ
よ
り
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ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
︒
２
０
１
４

年
か
ら
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
現
場
の
切
り
盛

り
役
を
務
め
早
９
年
︒
子
ど
も
た
ち
の
成
長
︑

そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
再
訪
が
嬉
し
い
こ
の
頃
︒

前
職
は
幼
稚
園
の
教
員
︒

あ
る
の
だ
な
あ
、と
い
う
こ
と
で
す
。

忙
し
い
社
会
の
中
で
埋
れ
が
ち
な
一
人

ひ
と
り
が
抱
え
る
悩
み
。
そ
れ
は
日
々
の

小
さ
な
も
の
か
ら
、自
分
だ
け
の
力
で
は

簡
単
に
は
取
り
除
け
な
い
も
の
だ
っ
た
り
。

悩
み
の
大
き
い
小
さ
い
に
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
一
人
で
向
き
合
う
こ
と
よ
り
も
、

時
に
は
誰
か
に
話
し
て
み
る
、あ
る
い
は

逃
げ
て
み
る
、離
れ
て
み
る
こ
と
も
必
要

だ
っ
た
り
。
こ
ん
な
話
し
、家
族
や
友
人

な
ど
近
し
い
人
に
は
話
せ
な
い
、か
と
い
っ

て
誰
か
他
の
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に
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す
こ
と
で
も
な
い
、

と
思
っ
て
い
て
も
、自
分
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
他
者
が
隣
に
い
る
と
、ふ
っ
と
人

は
話
し
た
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

言
葉
に
出
し
て
み
る
こ
と
で
、心
が
一

瞬
で
も
ほ
ぐ
れ
た
り
、固
ま
っ
て
い
た
視

点
が
ふ
っ
と
切
り
替
わ
っ
た
り
、心
に
新

し
い
風
が
吹
き
込
ま
れ
、ふ
っ
と
心
が
軽

く
な
っ
た
り
。

芝の家
地域をつなぐ！
交流の場づくり
プロジェクト
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で
も
そ
の
枠
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た
、

ご
く
普
通
の
若
者
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
と

暮
ら
す
中
で
、学
校
に
行
け
な
く
な
る
こ

と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る
の
だ
と
い
う

こ
と
、そ
し
て
、一
度
そ
う
い
う
状
況
に

な
る
と
、元
の
レ
ー
ル
に
戻
る
こ
と
は
た

や
す
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
、と
い
う
こ

と
を
実
感
し
た
。

長
期
休
暇
中
、校
長
の
計
ら
い
で
、全

国
の
若
者
支
援
の
現
場
を
見
に
行
く
機
会

を
得
た
私
は
、全
国
の
施
設
を
回
り
、た

く
さ
ん
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
経
験
の

あ
る
若
者
た
ち
と
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
若
者
た
ち
の
多
様
さ
に
比
し
て
、支

援
の
現
場
や
選
択
肢
の
あ
ま
り
に
少
な
い

状
況
に
驚
い
た
。
私
は
、彼
ら
の
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
気

に
な
っ
た
の
は
、こ
と
あ
る
ご
と
に「
だ

る
い
・
き
つ
い
・
面
倒
く
さ
い
」
と
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
発
し
、「
自
分
な
ん
て
」

「
ど
う
せ
無
理
だ
」と
、挑
戦
し
よ
う
と
し

な
い
生
徒
た
ち
の
姿
だ
っ
た
。
ど
う
す
れ

ば
、彼
ら
が
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
な
る
の
か
。
脳
裏
に
浮
か
ん
だ

の
は
、私
が
旅
し
た
ア
ジ
ア
の
国
々
で
出

会
っ
た
人
々
の
姿
だ
っ
た
。

あ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
美
し
い
村
で
、物

質
的
に
は
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
と
も
、豊
か

に
暮
ら
す
村
人
た
ち
の
暮
ら
し
や
生
き
方

に
触
れ
れ
ば
、き
っ
と
彼
ら
も
変
化
す
る

に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
確
信
に
似
た
思
い

を
胸
に
、活
動
終
了
後
、卒
業
し
た
教
え

子
と
、大
学
生
や
社
会
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
間
た
ち
に
声
を
か
け
、タ
イ
の
東
北

部
を
訪
れ
た
。
村
人
と
共
に
汗
を
流
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
異
文
化
を
体
感

す
る
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
食
べ
、

川
で
水
浴
び
を
し
て
、見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
満
天
の
星
を
見
上
げ
な
が
ら
語
り

合
う
。「
人
前
で
心
の
底
か
ら
笑
っ
た
の

は
、い
つ
ぶ
り
だ
ろ
う
」「
自
分
の
本
音
を

話
し
た
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
」「
自

分
も
も
っ
と
変
わ
り
た
い
」そ
ん
な
ふ
う

に
語
り
だ
し
た
の
は
、不
登
校
だ
っ
た
私

の
教
え
子
た
ち
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
手
伝
い
た
い
、と
名
乗
り
を

上
げ
て
く
れ
た
大
学
生
や
社
会
人
だ
っ
た

参
加
者
た
ち
も
、同
様
に
大
き
く
変
化
し

て
い
っ
た
。
い
ろ
ん
な
人
間
が
混
ざ
る
こ

と
の
大
切
さ
、そ
し
て
、こ
の
体
験
は
す

べ
て
の
若
者
に
効
く
の
だ
、と
い
う
確
信
。

い
い
出
会
い
と
、安
心
し
て
挑
戦
で
き
る

場
が
あ
れ
ば
、
人
は
変
わ
る
。
あ
れ
が
、

こ
れ
ま
で
１
７
０
回
以
上
続
け
て
き
た
、

「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」の
原
型
だ
。

■

本
音
で
話
せ
る
「場
」を
作
り
た
い

第
１
回
目
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
終

え
、帰
国
し
た
私
は
、長
い
こ
と
空
き
家

に
な
っ
て
い
た
親
戚
の
古
い
平
屋
の
一
軒

家
を
借
り
受
け
、そ
こ
を
事
務
所
に
し
て

＊ わたしのきっかけ ＊

（ソウヤ／寮生／20歳）

中学校も高校も、不登校気味だった。家で一人、

アニメやYouTubeを見て過ごしてた。

18歳で参加した静岡にある牧場でのプログラム。

初めは名前もろくに言えなかった。それでも、みん

なが優しくて、一緒に働いて、ご飯食べて、遊んで…。 

気づいたら、楽しんでいる自分にびっくりした。そ

して、キャンプ地からそのままグッドの寮に行くこ

とに決めた。

ここは、起きてから寝るまでずっと人がいる。時々

億劫になるけど、その分変化も大きい。人と普通に

話せるようになった。めちゃくちゃ嫌だったのに、

バイトも始めた。

グッドには、面白くて、話

が合って、ふざけ合える人た

ちがいる。とても大切な場所。

（リサコ／スタッフ／26歳）

学生時代、グッドでたくさ

んの人と出会い、「今のまま

じゃ人生はつまらない」と教

わった。大学卒業後、専門学校

の広報担当として働く中で、小さな世界しか知らず

に進路を選択する高校生達の姿に、もっと多様な経

験をしてほしいと何度も思った。そんな思いを胸に、

このNPOの世界に飛び込んだ。

炊事洗濯・掃除から事務に人生相談、キャンプ引

率と、業務内容は多岐に亘る。人との関わり方に正

解はないし、手探りの毎日だ。人の人生に関わる仕

事だからこそ、嬉しいことも悔しいことも、かつて

よりうんと増えた。まだまだ未熟な私だが、一人で

も多くの若者が「人生って面白い」と思えるような

きっかけを掴めるよう、自分にできることをやって

いきたい。

特 集   語り合う先に場をつくる

活
動
を
始
め
た
。
夏
は
び
っ
く
り
す
る
く

ら
い
暑
い
し
、冬
は
手
が
か
じ
か
ん
で
動

か
な
い
く
ら
い
冷
え
る
。
毎
日
が
、キ
ャ

ン
プ
み
た
い
な
日
々
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
の
集
ま
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
開
放
し
て
い
た
そ
の
事
務
所
に
は
、ス

タ
ッ
フ
が
住
み
込
み
、寮
生
が
住
む
よ
う

に
な
っ
て
、全
国
か
ら
、い
つ
も
誰
か
が

や
っ
て
き
た
。

そ
ん
な
雰
囲
気
は
、大
学
時
代
の
寮
生

活
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
高
校
ま
で
、学
校
だ
け
の

付
き
合
い
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、あ
の
、大
学
の
敷
地
内
に
あ
る
寮
で

の
生
活
は
本
当
に
刺
激
的
だ
っ
た
。
共
用

キ
ッ
チ
ン
に
集
ま
っ
て
料
理
し
て
、大
浴

場
で
は
裸
の
付
き
合
い
を
し
、毎
晩
の
よ

う
に
誰
か
の
部
屋
で
、コ
ー
ヒ
ー
や
酒
を

飲
み
な
が
ら
朝
ま
で
語
り
合
う
。
毎
日
が

修
学
旅
行
の
よ
う
だ
っ
た
。
人
は
見
た
目

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、そ

し
て
、腹
を
割
っ
て
話
す
こ
と
の
難
し
さ

と
面
白
さ
を
思
い
知
る
日
々
だ
っ
た
。
い

ろ
ん
な
人
間
が
交
じ
り
合
い
、本
音
で
話

が
で
き
る
よ
う
な「
場
」を
い
つ
か
作
り

た
い
。
そ
う
友
人
た
ち
に
話
し
て
い
た
の

は
、も
う
30
年
も
前
の
こ
と
だ
。

■

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

そ
の
頃
か
ら
、
私
が
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
気
持
ち

の
い
い
人
間
関
係
」
の
あ
る
場
所
を
作

り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ん
と
な
く

空
気
を
読
み
あ
っ
て
、
言
い
た
い
こ
と

も
言
え
ず
、
息
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
関
係
で
は
な
く
、
目
の
前
の
相
手

に
興
味
を
持
ち
、
心
配
り
を
し
な
が
ら

も
、肩
の
力
が
抜
け
て
い
る
。
い
い
と
こ

ろ
は
大
い
に
褒
め
、お
か
し
な
と
こ
ろ
は
、

改
善
方
法
を
示
し
な
が
ら
、き
ち
ん
と
伝

え
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き

る
場
所
。
人
は
と
か
く
、マ
イ
ナ
ス
で
つ

な
が
り
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
人
の
陰
口

で
盛
り
上
が
っ
た
り
、愚
痴
を
言
い
合
っ

て
慰
め
あ
っ
た
り
。
で
も
、そ
う
い
う
関

係
っ
て
、疲
れ
て
し
ま
う
。
も
し
か
す
る

と
、陰
で
自
分
の
こ
と
も
悪
く
言
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
明
日
は
自
分
が
仲

間
外
れ
に
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

学
校
で
も
職
場
で
も
、今
の
若
者
た
ち
は

そ
ん
な
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た
世
界
を
、ど
う
に

か
生
き
抜
い
て
き
て
い
る
の
だ
。
一
个
所

く
ら
い
、安
心
し
て
み
ん
な
で
夢
を
語
れ

る
よ
う
な
、信
頼
で
き
る
仲
間
の
い
る
場

所
が
あ
っ
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。

人
生
の
ど
こ
か
で
、人
間
関
係
に
苦
し

ん
だ
人
に
は
、こ
こ
で
は
決
し
て
、同
じ

よ
う
な
思
い
を
し
て
欲
し
く
な
い
。
ス

タ
ッ
フ
に
も
住
人
や
参
加
者
た
ち
に
も
伝

え
続
け
て
い
る
こ
と
、そ
れ
は
と
て
も
シ

コロナ禍前に実施したスリランカキャンプの風景。井戸掘りワークでの土運び。若者が村人と共に汗を流す。
（写真提供はすべてNPO法人グッド）
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で
も
そ
の
枠
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た
、

ご
く
普
通
の
若
者
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
と

暮
ら
す
中
で
、学
校
に
行
け
な
く
な
る
こ

と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る
の
だ
と
い
う

こ
と
、そ
し
て
、一
度
そ
う
い
う
状
況
に

な
る
と
、元
の
レ
ー
ル
に
戻
る
こ
と
は
た

や
す
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
、と
い
う
こ

と
を
実
感
し
た
。

長
期
休
暇
中
、校
長
の
計
ら
い
で
、全

国
の
若
者
支
援
の
現
場
を
見
に
行
く
機
会

を
得
た
私
は
、全
国
の
施
設
を
回
り
、た

く
さ
ん
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
経
験
の

あ
る
若
者
た
ち
と
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
若
者
た
ち
の
多
様
さ
に
比
し
て
、支

援
の
現
場
や
選
択
肢
の
あ
ま
り
に
少
な
い

状
況
に
驚
い
た
。
私
は
、彼
ら
の
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
気

に
な
っ
た
の
は
、こ
と
あ
る
ご
と
に「
だ

る
い
・
き
つ
い
・
面
倒
く
さ
い
」
と
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
発
し
、「
自
分
な
ん
て
」

「
ど
う
せ
無
理
だ
」と
、挑
戦
し
よ
う
と
し

な
い
生
徒
た
ち
の
姿
だ
っ
た
。
ど
う
す
れ

ば
、彼
ら
が
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
な
る
の
か
。
脳
裏
に
浮
か
ん
だ

の
は
、私
が
旅
し
た
ア
ジ
ア
の
国
々
で
出

会
っ
た
人
々
の
姿
だ
っ
た
。

あ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
美
し
い
村
で
、物

質
的
に
は
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
と
も
、豊
か

に
暮
ら
す
村
人
た
ち
の
暮
ら
し
や
生
き
方

に
触
れ
れ
ば
、き
っ
と
彼
ら
も
変
化
す
る

に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
確
信
に
似
た
思
い

を
胸
に
、活
動
終
了
後
、卒
業
し
た
教
え

子
と
、大
学
生
や
社
会
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
間
た
ち
に
声
を
か
け
、タ
イ
の
東
北

部
を
訪
れ
た
。
村
人
と
共
に
汗
を
流
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
異
文
化
を
体
感

す
る
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
食
べ
、

川
で
水
浴
び
を
し
て
、見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
満
天
の
星
を
見
上
げ
な
が
ら
語
り

合
う
。「
人
前
で
心
の
底
か
ら
笑
っ
た
の

は
、い
つ
ぶ
り
だ
ろ
う
」「
自
分
の
本
音
を

話
し
た
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
」「
自

分
も
も
っ
と
変
わ
り
た
い
」そ
ん
な
ふ
う

に
語
り
だ
し
た
の
は
、不
登
校
だ
っ
た
私

の
教
え
子
た
ち
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
手
伝
い
た
い
、と
名
乗
り
を

上
げ
て
く
れ
た
大
学
生
や
社
会
人
だ
っ
た

参
加
者
た
ち
も
、同
様
に
大
き
く
変
化
し

て
い
っ
た
。
い
ろ
ん
な
人
間
が
混
ざ
る
こ

と
の
大
切
さ
、そ
し
て
、こ
の
体
験
は
す

べ
て
の
若
者
に
効
く
の
だ
、と
い
う
確
信
。

い
い
出
会
い
と
、安
心
し
て
挑
戦
で
き
る

場
が
あ
れ
ば
、
人
は
変
わ
る
。
あ
れ
が
、

こ
れ
ま
で
１
７
０
回
以
上
続
け
て
き
た
、

「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」の
原
型
だ
。

■

本
音
で
話
せ
る
「場
」を
作
り
た
い

第
１
回
目
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
終

え
、帰
国
し
た
私
は
、長
い
こ
と
空
き
家

に
な
っ
て
い
た
親
戚
の
古
い
平
屋
の
一
軒

家
を
借
り
受
け
、そ
こ
を
事
務
所
に
し
て

＊ わたしのきっかけ ＊

（ソウヤ／寮生／20歳）

中学校も高校も、不登校気味だった。家で一人、

アニメやYouTubeを見て過ごしてた。

18歳で参加した静岡にある牧場でのプログラム。

初めは名前もろくに言えなかった。それでも、みん

なが優しくて、一緒に働いて、ご飯食べて、遊んで…。 

気づいたら、楽しんでいる自分にびっくりした。そ

して、キャンプ地からそのままグッドの寮に行くこ

とに決めた。

ここは、起きてから寝るまでずっと人がいる。時々

億劫になるけど、その分変化も大きい。人と普通に

話せるようになった。めちゃくちゃ嫌だったのに、

バイトも始めた。

グッドには、面白くて、話

が合って、ふざけ合える人た

ちがいる。とても大切な場所。

（リサコ／スタッフ／26歳）

学生時代、グッドでたくさ

んの人と出会い、「今のまま

じゃ人生はつまらない」と教

わった。大学卒業後、専門学校

の広報担当として働く中で、小さな世界しか知らず

に進路を選択する高校生達の姿に、もっと多様な経

験をしてほしいと何度も思った。そんな思いを胸に、

このNPOの世界に飛び込んだ。

炊事洗濯・掃除から事務に人生相談、キャンプ引

率と、業務内容は多岐に亘る。人との関わり方に正

解はないし、手探りの毎日だ。人の人生に関わる仕

事だからこそ、嬉しいことも悔しいことも、かつて

よりうんと増えた。まだまだ未熟な私だが、一人で

も多くの若者が「人生って面白い」と思えるような

きっかけを掴めるよう、自分にできることをやって

いきたい。
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活
動
を
始
め
た
。
夏
は
び
っ
く
り
す
る
く

ら
い
暑
い
し
、冬
は
手
が
か
じ
か
ん
で
動

か
な
い
く
ら
い
冷
え
る
。
毎
日
が
、キ
ャ

ン
プ
み
た
い
な
日
々
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
の
集
ま
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
開
放
し
て
い
た
そ
の
事
務
所
に
は
、ス

タ
ッ
フ
が
住
み
込
み
、寮
生
が
住
む
よ
う

に
な
っ
て
、全
国
か
ら
、い
つ
も
誰
か
が

や
っ
て
き
た
。

そ
ん
な
雰
囲
気
は
、大
学
時
代
の
寮
生

活
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
高
校
ま
で
、学
校
だ
け
の

付
き
合
い
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、あ
の
、大
学
の
敷
地
内
に
あ
る
寮
で

の
生
活
は
本
当
に
刺
激
的
だ
っ
た
。
共
用

キ
ッ
チ
ン
に
集
ま
っ
て
料
理
し
て
、大
浴

場
で
は
裸
の
付
き
合
い
を
し
、毎
晩
の
よ

う
に
誰
か
の
部
屋
で
、コ
ー
ヒ
ー
や
酒
を

飲
み
な
が
ら
朝
ま
で
語
り
合
う
。
毎
日
が

修
学
旅
行
の
よ
う
だ
っ
た
。
人
は
見
た
目

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、そ

し
て
、腹
を
割
っ
て
話
す
こ
と
の
難
し
さ

と
面
白
さ
を
思
い
知
る
日
々
だ
っ
た
。
い

ろ
ん
な
人
間
が
交
じ
り
合
い
、本
音
で
話

が
で
き
る
よ
う
な「
場
」を
い
つ
か
作
り

た
い
。
そ
う
友
人
た
ち
に
話
し
て
い
た
の

は
、も
う
30
年
も
前
の
こ
と
だ
。

■

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

そ
の
頃
か
ら
、
私
が
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
気
持
ち

の
い
い
人
間
関
係
」
の
あ
る
場
所
を
作

り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ん
と
な
く

空
気
を
読
み
あ
っ
て
、
言
い
た
い
こ
と

も
言
え
ず
、
息
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
関
係
で
は
な
く
、
目
の
前
の
相
手

に
興
味
を
持
ち
、
心
配
り
を
し
な
が
ら

も
、肩
の
力
が
抜
け
て
い
る
。
い
い
と
こ

ろ
は
大
い
に
褒
め
、お
か
し
な
と
こ
ろ
は
、

改
善
方
法
を
示
し
な
が
ら
、き
ち
ん
と
伝

え
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き

る
場
所
。
人
は
と
か
く
、マ
イ
ナ
ス
で
つ

な
が
り
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
人
の
陰
口

で
盛
り
上
が
っ
た
り
、愚
痴
を
言
い
合
っ

て
慰
め
あ
っ
た
り
。
で
も
、そ
う
い
う
関

係
っ
て
、疲
れ
て
し
ま
う
。
も
し
か
す
る

と
、陰
で
自
分
の
こ
と
も
悪
く
言
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
明
日
は
自
分
が
仲

間
外
れ
に
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

学
校
で
も
職
場
で
も
、今
の
若
者
た
ち
は

そ
ん
な
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た
世
界
を
、ど
う
に

か
生
き
抜
い
て
き
て
い
る
の
だ
。
一
个
所

く
ら
い
、安
心
し
て
み
ん
な
で
夢
を
語
れ

る
よ
う
な
、信
頼
で
き
る
仲
間
の
い
る
場

所
が
あ
っ
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。

人
生
の
ど
こ
か
で
、人
間
関
係
に
苦
し

ん
だ
人
に
は
、こ
こ
で
は
決
し
て
、同
じ

よ
う
な
思
い
を
し
て
欲
し
く
な
い
。
ス

タ
ッ
フ
に
も
住
人
や
参
加
者
た
ち
に
も
伝

え
続
け
て
い
る
こ
と
、そ
れ
は
と
て
も
シ

コロナ禍前に実施したスリランカキャンプの風景。井戸掘りワークでの土運び。若者が村人と共に汗を流す。
（写真提供はすべてNPO法人グッド）
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■

グ
ッ
ド
って
︑ど
ん
な
場
所
？

こ
こ
に
集
う
若
者
た
ち
は
こ
の
場
所
を

ど
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
関
わ
る
若
者
た
ち
に
聞
い
て
み
た
。

︱
第
二
の
家
族
み
た
い
な
感
じ
。
落
ち

着
く
し
、居
心
地
が
い
い
。
初
め
て
来
た

と
き
も
自
分
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
く
れ
て
、

困
ら
な
い
よ
う
に
誰
か
が
近
く
に
い
て
く

代
。
そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及

ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
人
と
会

え
な
い
、関
わ
れ
な
い
。
そ
ん
な
非
人
間

的
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
大
学
生
・
若
者

達
が
全
国
に
数
百
万
人
い
る
。
今
こ
の
瞬

間
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
な
が
ら
、

一
人
孤
独
を
耐
え
忍
ん
で
い
る
学
生
が
い

る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、胸
が
痛
む
。

人
は
、他
人
の
中
で
育
つ
。
他
者
と
の

関
わ
り
の
中
で
自
ら
を
発
見
し
、自
分
の

人
生
を
歩
み
始
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
や

分
断
に
よ
っ
て
、私
た
ち
が
大
切
に
し
て

き
た
、泥
臭
い
、密
な
人
間
関
係
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
も
で
き
ず
、密
を
避
け

ろ
と
声
高
に
叫
ば
れ
る
こ
の
時
代
の
流
れ

を
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
も
、ど
う
に

か
し
て
、こ
の
場
所
を
守
り
続
け
て
い
き

た
い
。

ニ
コ
ニ
コ
し
て
感
情
を
隠
し
て
、一
人
に

な
っ
た
ら
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
て
い
た
。
で

も
グ
ッ
ド
で
人
と
話
し
て
、あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、自

分
っ
て
本
当
は
人
と
の
関
わ
り
が
好
き
な

ん
だ
な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

︵
大
学
生
／
22
歳
︶

︱
こ
こ
に
は
、た
だ
表
面
だ
け
を
見
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
、本
気
で
関
わ
っ
て
く

れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
良
い
こ
と
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、時
に
厳
し
い
こ
と
も
本

音
で
伝
え
て
く
れ
る
。
社
会
に
出
る
と
、

こ
の
環
境
が
ど
れ
だ
け
特
別
で
稀
有
な
場

所
な
の
か
が
、よ
く
わ
か
る
。
こ
ん
な
に

自
分
と
向
き
合
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
は
い

な
い
な
、っ
て
思
う
。︵
社
会
人
／
24
歳
︶

■

こ
れ
か
ら
も

自
分
の
世
界
を
大
き
く
広
げ
る
若
者
時

れ
て
。
一
人
で
気
ま
ず
い
、居
づ
ら
い
と

か
全
く
な
か
っ
た
。
一
人
で
や
る
と
面
倒

な
炊
事
や
洗
濯
も
、誰
か
と
や
る
と
不
思

議
と
楽
し
い
。
普
通
の
大
学
生
活
で
は
会

え
な
い
よ
う
な
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
、

行
く
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
。︵
大

学
生
／
20
歳
︶

︱
自
分
が
自
分
で
い
ら
れ
る
場
所
。
優

等
生
気
質
の
私
は
、人
前
で
は
ひ
た
す
ら

磯
田
浩
司 ︵
い
そ
だ
・
こ
う
じ
︶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ッ
ド
代
表
理
事
︒
大
学
卒

業
後
︑
一
般
企
業
就
職
を
経
て
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
活
動
や
日
本
国
内
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
︑
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
数
多
く
参
加
︒
２
０
０
１

年
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
を
含
む

全
て
の
若
者
を
対
象
に
き
っ
か
け
づ
く
り
の

活
動
を
行
う
任
意
団
体
︑
グ
ッ
ド
を
設
立
︒

NPO法人
good!
（グッド）

日々の炊事・洗濯はもちろん、園芸作業や梅干しづくりなど、
みんなで一緒に作業を行うことで自然と距離が縮まっていく。

ン
プ
ル
な
こ
と
だ
。
挨
拶
を
す
る
こ
と
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
。
初
め
て

来
た
人
に
、こ
の
場
所
が
ど
う
見
え
て
い

る
の
か
、今
、目
の
前
の
相
手
は
ど
ん
な

気
持
ち
で
い
る
の
か
、
想
像
す
る
こ
と
。

相
手
の
思
い
に
耳
を
澄
ま
せ
る
こ
と
。
そ

し
て
、自
分
の
で
き
る
こ
と
は
、損
得
考

え
ず
に
率
先
し
て
行
う
こ
と
。
初
め
は
難

し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、や
っ
て

み
る
と
、心
地
よ
い
。
そ
の
感
覚
は
、こ
こ

で
暮
ら
す
人
た
ち
や
関
わ
る
学
生
た
ち
に

少
し
ず
つ
沁
み
つ
き
、
広
が
っ
て
い
く
。

食
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
後
、ど
ん
な
に
盛
り

上
が
っ
て
い
て
も
、「
そ
ろ
そ
ろ
片
付
け

よ
う
か
」の
一
言
で
、び
っ
く
り
す
る
く

ら
い
迅
速
に
全
員
が
動
い
て
、ど
ん
な
場

所
も
一
瞬
で
片
付
け
て
し
ま
う
。「
あ
り

が
と
う
」「
先
行
く
ね
」「
や
っ
と
く
よ
」「
お

願
い
し
ま
す
」気
持
ち
の
良
い
挨
拶
が
飛

び
交
い
、生
ご
み
の
処
理
や
ト
イ
レ
の
掃

除
に
も
、皆
に
こ
や
か
に
取
り
組
む
。
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
人

の
と
こ
ろ
に
は
、さ
り
げ
な
く
誰
か
が
話

し
か
け
に
行
き
、そ
っ
と
寄
り
添
う
。
そ

ん
な
姿
を
見
て
、次
は
自
分
が
そ
う
し
た

い
と
、次
世
代
が
憧
れ
、育
っ
て
い
く
。
誰

が
来
て
も
、居
心
地
よ
く
感
じ
て
も
ら
え

る
空
間
は
、そ
う
し
て
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

（上） 手作りの二段ベッドがある共同生活寮。 寝食を共
にすることで、若者たちは成長していく。

（左） 毎日、食卓を囲み、自然と交流が生まれるフリース
ペース。 現在も感染対策を徹底しながら、若者たちを受
け入れている。
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■

グ
ッ
ド
って
︑ど
ん
な
場
所
？

こ
こ
に
集
う
若
者
た
ち
は
こ
の
場
所
を

ど
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
関
わ
る
若
者
た
ち
に
聞
い
て
み
た
。

︱
第
二
の
家
族
み
た
い
な
感
じ
。
落
ち

着
く
し
、居
心
地
が
い
い
。
初
め
て
来
た

と
き
も
自
分
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
く
れ
て
、

困
ら
な
い
よ
う
に
誰
か
が
近
く
に
い
て
く

代
。
そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及

ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
人
と
会

え
な
い
、関
わ
れ
な
い
。
そ
ん
な
非
人
間

的
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
大
学
生
・
若
者

達
が
全
国
に
数
百
万
人
い
る
。
今
こ
の
瞬

間
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
な
が
ら
、

一
人
孤
独
を
耐
え
忍
ん
で
い
る
学
生
が
い

る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、胸
が
痛
む
。

人
は
、他
人
の
中
で
育
つ
。
他
者
と
の

関
わ
り
の
中
で
自
ら
を
発
見
し
、自
分
の

人
生
を
歩
み
始
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
や

分
断
に
よ
っ
て
、私
た
ち
が
大
切
に
し
て

き
た
、泥
臭
い
、密
な
人
間
関
係
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
も
で
き
ず
、密
を
避
け

ろ
と
声
高
に
叫
ば
れ
る
こ
の
時
代
の
流
れ

を
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
も
、ど
う
に

か
し
て
、こ
の
場
所
を
守
り
続
け
て
い
き

た
い
。

ニ
コ
ニ
コ
し
て
感
情
を
隠
し
て
、一
人
に

な
っ
た
ら
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
て
い
た
。
で

も
グ
ッ
ド
で
人
と
話
し
て
、あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、自

分
っ
て
本
当
は
人
と
の
関
わ
り
が
好
き
な

ん
だ
な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

︵
大
学
生
／
22
歳
︶

︱
こ
こ
に
は
、た
だ
表
面
だ
け
を
見
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
、本
気
で
関
わ
っ
て
く

れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
良
い
こ
と
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、時
に
厳
し
い
こ
と
も
本

音
で
伝
え
て
く
れ
る
。
社
会
に
出
る
と
、

こ
の
環
境
が
ど
れ
だ
け
特
別
で
稀
有
な
場

所
な
の
か
が
、よ
く
わ
か
る
。
こ
ん
な
に

自
分
と
向
き
合
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
は
い

な
い
な
、っ
て
思
う
。︵
社
会
人
／
24
歳
︶

■

こ
れ
か
ら
も

自
分
の
世
界
を
大
き
く
広
げ
る
若
者
時

れ
て
。
一
人
で
気
ま
ず
い
、居
づ
ら
い
と

か
全
く
な
か
っ
た
。
一
人
で
や
る
と
面
倒

な
炊
事
や
洗
濯
も
、誰
か
と
や
る
と
不
思

議
と
楽
し
い
。
普
通
の
大
学
生
活
で
は
会

え
な
い
よ
う
な
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
、

行
く
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
。︵
大

学
生
／
20
歳
︶

︱
自
分
が
自
分
で
い
ら
れ
る
場
所
。
優

等
生
気
質
の
私
は
、人
前
で
は
ひ
た
す
ら

磯
田
浩
司 ︵
い
そ
だ
・
こ
う
じ
︶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ッ
ド
代
表
理
事
︒
大
学
卒

業
後
︑
一
般
企
業
就
職
を
経
て
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
活
動
や
日
本
国
内
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
︑
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
数
多
く
参
加
︒
２
０
０
１

年
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
を
含
む

全
て
の
若
者
を
対
象
に
き
っ
か
け
づ
く
り
の

活
動
を
行
う
任
意
団
体
︑
グ
ッ
ド
を
設
立
︒

NPO法人
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（グッド）

日々の炊事・洗濯はもちろん、園芸作業や梅干しづくりなど、
みんなで一緒に作業を行うことで自然と距離が縮まっていく。

ン
プ
ル
な
こ
と
だ
。
挨
拶
を
す
る
こ
と
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
。
初
め
て

来
た
人
に
、こ
の
場
所
が
ど
う
見
え
て
い

る
の
か
、今
、目
の
前
の
相
手
は
ど
ん
な

気
持
ち
で
い
る
の
か
、
想
像
す
る
こ
と
。

相
手
の
思
い
に
耳
を
澄
ま
せ
る
こ
と
。
そ

し
て
、自
分
の
で
き
る
こ
と
は
、損
得
考

え
ず
に
率
先
し
て
行
う
こ
と
。
初
め
は
難

し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、や
っ
て

み
る
と
、心
地
よ
い
。
そ
の
感
覚
は
、こ
こ

で
暮
ら
す
人
た
ち
や
関
わ
る
学
生
た
ち
に

少
し
ず
つ
沁
み
つ
き
、
広
が
っ
て
い
く
。

食
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
後
、ど
ん
な
に
盛
り

上
が
っ
て
い
て
も
、「
そ
ろ
そ
ろ
片
付
け

よ
う
か
」の
一
言
で
、び
っ
く
り
す
る
く

ら
い
迅
速
に
全
員
が
動
い
て
、ど
ん
な
場

所
も
一
瞬
で
片
付
け
て
し
ま
う
。「
あ
り

が
と
う
」「
先
行
く
ね
」「
や
っ
と
く
よ
」「
お

願
い
し
ま
す
」気
持
ち
の
良
い
挨
拶
が
飛

び
交
い
、生
ご
み
の
処
理
や
ト
イ
レ
の
掃

除
に
も
、皆
に
こ
や
か
に
取
り
組
む
。
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
人

の
と
こ
ろ
に
は
、さ
り
げ
な
く
誰
か
が
話

し
か
け
に
行
き
、そ
っ
と
寄
り
添
う
。
そ

ん
な
姿
を
見
て
、次
は
自
分
が
そ
う
し
た

い
と
、次
世
代
が
憧
れ
、育
っ
て
い
く
。
誰

が
来
て
も
、居
心
地
よ
く
感
じ
て
も
ら
え

る
空
間
は
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う
し
て
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

（上） 手作りの二段ベッドがある共同生活寮。 寝食を共
にすることで、若者たちは成長していく。

（左） 毎日、食卓を囲み、自然と交流が生まれるフリース
ペース。 現在も感染対策を徹底しながら、若者たちを受
け入れている。
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特 集   語り合う先に場をつくる

   

ちよともは毎月、千代田区を中心に参加者が気軽

におしゃべりができる多世代交流の場をつくる活

動をしています。参加してくださった方々に新た

な気づきやつながりができるといいなと思って

やっています。1 番は私たちが楽しいからやって

いるということもありますが ( 笑 )。この場を借

りて、毎月テーマや企画を考えているメンバーや

支えてくださる様々な方々に感謝をいたします。

さて 2021 年は、コロナ禍や緊急事態宣言などで、

人とのつながりを持つ事が難しくなった年のよう

に思います。僕は、福岡の田舎町出身で、子ども

の頃は両親共働きで、近所のおばあちゃんの家で

ご飯を食べさせてもらったりしていました。雨が

降れば洗濯を取り込んでくれたり、回覧板を回し

にいった母親は 1 時間くらい話し込んで帰ってこ

なかった事もしょっちゅうありました。似たよう

なエピソードをお持ちの方もいらっしゃるかもし

れません。

意図せずにあった交流の場が、近年の効率化・IT

化で少なくなってきたように思います。またそう

いった背景からか、話を聴く人よりも話をしたい

人たちの方が多いように感じています。自分の事

をわかって欲しい、知って欲しい。承認欲求と呼

ばれたりしますが、それは私が私として生まれた

事の証明でもあるので、これはとても大切な欲求

です。しかしそれは、聴いてくれる人や受け止め

てくれる環境があって成り立ち、その環境はとて

も大切だと思っています。

例えば、話したい人同士が会話すると会話になら

ない事もしばしばあります。それどころか喧嘩に

なってしまったり、余計にストレスになってし

まったりする事もあります。

例をあげると、

a『私、先週から茶道を習い始めたの』

b『へぇ、私は体を動かすような習い事をしたい

わぁ、ダンスとか、近所の人が始めたのよねー』

a『前から茶道に興味があって、所作なんか綺麗

じゃない？』

b『私はダンスを習いたいわぁ～、お腹周りもスッ

キリしそうだし、どう思う？、そうだ！一緒に

ダンス習いましょうよ！』

a『私は茶道にいきたいのよ』

これはこれで楽しそうではありますが（笑）、会

話が弾んでいる感じはしないですよね。

今度は話を聴いてくれる人と会話をしてみます。

a『私、先週から茶道を習い始めたの』

b『茶道習い始めたの？ 何だか貴方にしては新し

い感じがするわ、どんなきっかけがあったの？』

a『実は前から憧れていて私にはハードルが高い

と思ったんだけど、何気なく見学に行ったら先

収穫には立ち会えないかもしれませんが、
沢山の種を蒔きたい ちよとも  高橋孔明

寄稿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. No. No. 

生が感じの良い方で、それで始めてみようって

思ったのよ』

b『それはすごいわ！ 初めて見てどんな感じ？』

a『所作の一つ一つに意味があって、あっ！ 実は

お茶を通して心のやり取りをするのよね。それ

が発見で日本って素晴らしいなぁなんて思って

みちゃったりしたのよね』

b『お茶でそこまで深く感じたりするのね。何だ

か羨ましいわ、私も最近お腹が気になってきて

て、ダンスでも始めようかしら』

今回は文字数の制限があるのであまり書きすぎる

と会話だけで終わってしまいそうなので、このく

らいで（笑）。例は極端ではありますが、相手が

話を聴いてくれると会話も弾んで気づきも多く生

まれてきます。

ちよともは、自由におしゃべりできる多世代交流

の場ではありますが、一つだけ心がけている事が

あります。実はそれがちよともの最大の魅力であ

り、良さでもあります。それは私たちがまず聴く

という事です。ちよともでは参加者の方のお話を

先ずは聴く事を大切にやっています。目を見て、

耳を傾けて、心で話を聴いてもらうと話は弾みま

すし、思いもよらない気づきを得たりします。気

づきは人に元気を与えて、元気はその人生をより

豊かにしてくれるものだと思っています。人に優

しくされると、恩返ししたくなる様に、話を聴い

てもらえると、他の人の話を聴いてあげられる様

になったり、そんなつながりがちよともの外で広

がっていくといいなぁって思うんです。自分のお

腹が満たされていると、空腹の人にご飯を分けて

あげられる感じに少し似てますかね。ちよともに

参加してもらって、少しでもいい気持ちになって

もらって、その小さな良い変化がまた小さな良い

変化をつくり、その変化がまた良い変化を生み出

す。そうして目に見えないところで私たちはつな

がって、全体でコミニュケーションを取り合って

いると思うんです。

『収穫には立ち会えないかもしれませんが、沢山

の種を蒔きたい』

語り合う場の先に目にはみえないけれどその様な

成果がある事を信じて、その為のきっかけの一つ

になれたら良いなぁと思いながら活動していま

す。コロナ禍で新しいチャレンジはたくさんあり

ますが、楽しみながらやって行きたいと思ってい

ます。是非お気軽に遊びに来てください。ご参加

お待ちしております ^_^

ちよとも
ちよだ ボランティアセンター が ひらい た

多 世 代 交 流 の 場  「ちよとも」 を 引 き 継 い で

2 0 1 7 年 から活 動 する。 千 代 田 区 在 勤 や

在 住 の 多 世 代 のメン バ ー が 所 属 。

千 代 田 区 社 会 福 祉 協 議 会 の

登 録 ボランティア 団 体 。

ちよともの み な さん 。上 左 端 が 高 橋 孔 明 さん 。
（ 写 真 提 供：ちよとも）

ちよともの み な さん 。上 左 端 が 高 橋 孔 明 さん 。
（ 写 真 提 供：ちよとも）（ 写 真 提 供：ちよとも）（ 写 真 提 供：ちよとも）
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人たちの方が多いように感じています。自分の事
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ばれたりしますが、それは私が私として生まれた
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です。しかしそれは、聴いてくれる人や受け止め

てくれる環境があって成り立ち、その環境はとて

も大切だと思っています。

例えば、話したい人同士が会話すると会話になら

ない事もしばしばあります。それどころか喧嘩に

なってしまったり、余計にストレスになってし
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じゃない？』
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これはこれで楽しそうではありますが（笑）、会
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ちよとも
ちよだ ボランティアセンター が ひらい た

多 世 代 交 流 の 場  「ちよとも」 を 引 き 継 い で

2 0 1 7 年 から活 動 する。 千 代 田 区 在 勤 や

在 住 の 多 世 代 のメン バ ー が 所 属 。

千 代 田 区 社 会 福 祉 協 議 会 の

登 録 ボランティア 団 体 。

ちよともの み な さん 。上 左 端 が 高 橋 孔 明 さん 。
（ 写 真 提 供：ちよとも）

ちよともの み な さん 。上 左 端 が 高 橋 孔 明 さん 。
（ 写 真 提 供：ちよとも）（ 写 真 提 供：ちよとも）（ 写 真 提 供：ちよとも）

14　かくし
22-01-205_002_特集など.indd   1422-01-205_002_特集など.indd   14 2022/02/18   9:50:562022/02/18   9:50:56



• 

新
型
コ
ロ
ナ
災
害
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
活
動
報
告
会
＆
各
政
党
と
の
討
論
集
会「
コ
ロ
ナ
と
貧
困
に
殺
さ

れ
る
。政
治
は
い
ま
す
ぐ
公
的
責
任
を
果
た
せ
！
」（
12
日
／（
一
）反
貧
困
ネ
ッ
ト
―
ワ
ー
ク
）＊

• 

（
Ｎ
）キ
ッ
ズ
ド
ア
に
よ
る
調
査
結
果
発
表「
年
間
収
入
２
０
０
万
円
未
満
」が
65
％
、「
貯
蓄
額
10
万
円

未
満
」は
51
％
。困
窮
子
育
て
世
帯
の
87
％
が
夏
休
み
中
の
食
事
に
不
安（
28
日
）

• 

不
安
定
居
住
者
の
た
め
の
支
援
情
報
サ
イ
ト「
す
ま
こ
ま
。」ス
タ
ー
ト
。実
施
主
体
は
厚
生
労
働
省
、

（
Ｎ
）ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
受
託（
28
日
）

7月

• 

熱
海
市
伊
豆
山
地
区
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
。死
者・行
方
不
明
者
27
人
、損
壊
家
屋
多
数（
３
日
）

• 

東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
４
回
目（
12
日
〜
９
月
30
日
）＊

• 

中
国・河
南
洪
水
、千
年
に
１
度
規
模
の
豪
雨
で
死
者
多
数
。欧
で
も
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
洪
水（
中
旬
）

• 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。日
程
の
延
期
、無
観
客
開
催
は
近
代
五
輪
史
上
初（
23
日
〜
８
月
８
日
）

• 

ト
ル
コ
、ギ
リ
シ
ャ
、米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
ロ
シ
ア
で
高
温
乾
燥
に
よ
り
大
規
模
森
林
火
災（
〜
８
月
）

• 

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
運
営
す
る（
一
）社
会
的
包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
Ｃチ

ャ

ン

カ

ン

ｈ
ａ
ｎ
Ｋ
ａ
ｎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」開
始
。生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
若
者
と
外
国
人
を
対
象
に
し
た
相
談
支
援
事
業（
１
日
）

• 

（
Ｎ
）日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
Ａ
）創
立
20
周
年
。記
念
企
画「
Ｊ
Ｖ
Ｃ

Ａ
二
十
歳
の
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催（
28
日
）

8月

• 

感
染
者
が
世
界
全
体
で
２
億
人
超
え
。ジ
ョ
ン
ズ・ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
に
よ
る
集
計
で（
５
日
）＊

• 

ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
死
亡
事
件
を
受
け
、出
入
国
在
留
管
理
庁
が
局
長
ら
４
人
を
処
分（
10
日
）

• 

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
。西
日
本
を
中
心
に
大
雨
被
害（
11
〜
21
日
）

• 

タ
リ
バ
ン
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
掌
握
、女
性
の
教
育・社
会
生
活
に
脅
威（
15
日
）。米
軍
20
年
ぶ
り
に
撤
退
。

• 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
中
傷
の
根
絶
を
目
指
す（
Ｎ
）R リ
メ
ン
バ
ー
・
ハ
ナ

em
em

berHANA

設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷
を
受
け
自
死
し
た
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー・木
村
花
さ
ん
の
母・響
子
さ
ん
ら（
３
日
）

• 

広
島
の
市
民
団
体
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、検
定
教
科
書
の「
従
軍
慰
安
婦
」記
述
訂
正・削
除
を
批

判（
25
日
）

9月

• 

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
８
月
24
日
〜
５
日
）

• 

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
施
行
。国
や
地
方
公
共
団
体
は
、医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
か
か
る
施

策
を
実
施
す
る
責
務
を
負
う（
18
日
）

• 

東
京
い
の
ち
の
電
話
設
立
50
年
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
に
よ
る「
い
の
ち
の
電
話
」の
草
分
け（
１
日
）

• 

緊
急
避
妊
薬
を
処
方
箋
な
し
に
買
え
る「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
」化
を
求
め
る
要
望
書
を
厚
生
労
働
省
に

提
出（
４
日
／
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
で
の
入
手
を
実
現
す
る
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

• 

（
Ｎ
）移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
移
住
連
）が
参
院
選
に
先
立
ち「
移
民
政
策
に
関
す

る
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
２
０
２
１
」の
結
果
を
公
表（
18
日
）

10月

• 

菅
内
閣
の
任
期
満
了
を
受
け
岸
田
内
閣
が
発
足（
４
日
）

• 

小
笠
原
諸
島
付
近
で
噴
火
し
た
海
底
火
山
で
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
大
量
の
軽
石
が
沖
縄
本
島
な
ど
に
漂

着
、漁
業
や
観
光
に
影
響
。政
府
関
係
省
庁
に
よ
る
初
の
対
策
会
議（
28
日
）

• 

体
調
不
良
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
が
入
管
施
設
で
死
亡
し
た
事
件（
３
月
）を
受
け
、外
国
人
Ｄ
Ｖ
被
害

者
に
対
す
る
適
切
な
保
護
の
徹
底
と
対
策
の
改
善
を
求
め
、市
民
活
動
５
団
体
が
声
明（
11
日
）

• 

（
認
）シ
ー
ズ・市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
が
解
散
、27
年
の
活
動
に
幕（
5
日
）。事
業
は

（
Ｎ
）セ
イ
エ
ン
が
承
継（
15
日
）

• 

（
Ｎ
）日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
25
周
年（
22
日
）。記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。

11月

• 

ユ
ニ
セ
フ
の
調
査
報
告
書『Seen, Counted and Included

』、障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
数
は
世
界
全
体
で

２・４
億
人
、幸
福
度
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
指
標
に
お
い
て
不
利
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
明
示（
10
日
）

• 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
閉
幕
。Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
向
け
進
展
は
あ
っ
た
も
の
の
未
合
意
の
課
題
多
数（
13
日
）

• 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」の
感
染
者
を
日
本
で
初
め
て
確
認（
30
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
大
学・短
大
等
に
お
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
連
絡
会
〜
様
々
な
危
機
と
共
存

す
る
時
代
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ど
う
展
開
す
る
か
〜
」オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
18
日
）

• 

「
第
１
回
全
国
こ
ど
も
食
堂
実
態
調
査
」等
で
、把
握
で
き
た
全
国
の
こ
ど
も
食
堂
の
数
は
前
年
よ
り
大

幅
増
の
６
０
０
７
か
所
に（
21
日
／（
認
）全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー・む
す
び
え
）

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら「
年
越
し
大
人
食
堂
２
０
２
２
」実
施
。無
料
の
生
活・医
療
相
談
も（
30
日・1
月
３
日
）

12月

• 

米
国
中
西
部・南
部
で
竜
巻
が
相
次
ぎ
発
生
。死
傷
者
多
数
、史
上
最
大
級
の
被
害（
10
〜
11
日
）

• 

政
府
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」の
創
設
に
向
け
た「
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方
針
」を

閣
議
決
定
。「
こ
ど
も
庁
」か
ら
の
名
称
変
更
に
疑
問
や
反
対
の
声
も（
21
日
）

• 

米
国
、ウ
イ
グ
ル
強
制
労
働
防
止
法
成
立
。中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
の
輸
入
を
原
則
禁
止（
23
日
）

• 

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
支
部
等
閉
鎖
。国
家
安
全
法
で
活
動
が
困
難
に（
月
末
）

（2021年 ─
※字数節約のため正式呼称等を省略している場合があります。

 【凡例】  
 （Ｎ）… NPO法人  （認）…認定NPO法人   （一）…一般社団法人   （公）…公益社団法人
 TVAC…東京ボランティア・市民活動センター。
 「＊」 は新型コロナウイルス感染症に関する動きです。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
を
め
ぐ
る
動
き

社
会
の
動
き

• 
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
最
大
手
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
が「
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
を
守
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
基
金
」

を
新
設
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
困
窮
す
る
人
な
ど
を
支
え
る
団
体
の
活
動
支
援（
６
日
）＊

• 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ
禍
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
〜
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜
」（
30
日
／
Ｔ

Ｖ
Ａ
Ｃ
）＊

1月

• 

米
連
邦
議
会
議
事
堂
に
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
ら
が
乱
入
、ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
戒
厳
令
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

扇
動
者
と
し
て
弾
劾
裁
判
へ（
６
日
）

• 

東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
２
回
目（
8
日
〜
3
月
21
日
）＊

• 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」が
発
効
。国
際
条
約
と
し
て
は
初
。50
か
国・地
域
以
上
が
批
准（
22
日
）

• 

多
摩
地
域
５
大
学
と
地
域
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
会
＆
イ
ベ
ン
ト「
被
災
地
と
多
摩
地
域
の

架
け
橋
」（
14
日
／
多
摩
地
区
の
大
学
と
地
域
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

• 

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
電
話
で
聴
く「
マ
マ
パ
パ
ラ
イ
ン
」集
中
実
施（
15
〜
20
日
／（
Ｎ
）子
ど
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ・子
ど
も
劇
場
全
国
セ
ン
タ
ー
）

2月

• 

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
を
掌
握
。ア
ウ
ン・サ
ン・ス
ー・チ
ー
氏
を
拘
禁（
１
日
）

• 

〝
社
会
的
不
安
に
寄
り
添
い
、深
刻
化
す
る
社
会
的
な
孤
独・孤
立
の
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
な
対
策
を
推

進
す
る
た
め
〞、内
閣
官
房
が「
孤
独・孤
立
対
策
担
当
室
」を
設
置（
19
日
）

• 

大
久
保
公
園
で
コ
ロ
ナ
困
窮
者
向
け「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談
会
」（
13
〜
14
日
）＊

• 

中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
!!
」の
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る「
中
学
生・高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１
」初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
14
日
）

• 

練
馬
区
の
小
学
生
８
人
に
よ
る「
チ
ー
ム
Ｎ
Ｈ
Ｙ
レ
モ
ン
」が
渋
谷
区
の
カ
フ
ェ
で
レ
モ
ネ
ー
ド
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
会
を
開
き
、収
益
の
大
半
を
小
児
が
ん
治
療
研
究
に
寄
付（
21
日
）

3月

• 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年（
11
日
）

• 

米
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で
ア
ジ
ア
人
女
性
ら
を
狙
っ
た
銃
撃
事
件
。8
人
が
死
亡（
16
日
）。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド・オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
で
ア
ジ
ア
人
ヘ
イ
ト
に
抗
議
の
デ
モ（
27
日
）

• 

ス
エ
ズ
運
河
で
日
本
企
業
所
有
の
コ
ン
テ
ナ
船
座
礁
。運
河
は
３
か
月
以
上
運
航
不
能
に（
23
日
）

• 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
２
１
」発
表
。男
女
格
差
の
少
な
い
順

で
日
本
は
１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位（
31
日
）

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ（
旧「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・セ
ン
タ
ー
」）設
立
40
周
年（
１
日
）

• 

「
ア
ー
ス
デ
イ
気
候
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
」（
22
日
／
ア
ー
ス
デ
イ
東
京
２
０
２
１
実
行
委
員
会
）

• 

（
認
）し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず・ふ
ぉ
ー
ら
む
が
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
就
労・生
活
調
査
」（
25
日
）＊

4月

• 

社
会
福
祉
法
一
部
改
正
が
施
行
。新
事
業「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
注
目
が
集
ま
る（
１
日
）

• 

高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
ス
タ
ー
ト（
12
日
）＊

• 

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
が
、家
族
の
介
護
や
世
話
を
担
う
子
ど
も「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」に
関
す
る
初

の
実
態
調
査
結
果
を
公
表
。中
学
２
年
生
の
５・７
％
が「
世
話
し
て
い
る
家
族
が
い
る
」と
回
答（
12
日
）

• 

東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
３
回
目（
25
日
〜
６
月
20
日
）＊

• 

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
施
策
の
確
立
に
向
け
た
声
明
」。ケ
ア
を
担
う
子
ど
も（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）に

つ
い
て
、実
効
性
あ
る
支
援
策
の
確
立
を
あ
ら
た
め
て
求
め
る（
７
日
／（
一
）日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
）

5月

• 
与
党
、入
管
法
改
正
法
案
提
出
を
断
念（
18
日
）。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
新
法
も
与
党
合
意
が
取
れ
ず
見
送
り（
20
日
）

• 

改
正
温
暖
化
対
策
推
進
法
成
立
。２
０
５
０
年
ま
で
に
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す（
26
日
）

• 

わ
い
せ
つ
教
員
対
策
新
法
成
立
。性
暴
力
等
で
失
効
し
た
教
員
免
許
の
再
交
付
却
下
が
可
能
に（
28
日
）

• 

『
心
の
病
気
の
回
復
は
家
族
の
学
び
か
ら
―
新
宿
フ
レ
ン
ズ
50
年
の
道
の
り
』出
版（
14
日
／
新
宿
区

精
神
障
害
者
家
族
会・新
宿
フ
レ
ン
ズ
役
員
会
）

 6月

• 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
」相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
14
日
）＊

• 

最
高
裁
、夫
婦
別
姓
を
認
め
な
い
民
法・戸
籍
法
は
合
憲
と
判
断
。裁
判
官
15
人
中
11
人
が
支
持（
23
日
）

）ボランティア ・ ＮＰＯ ・ 市民活動をめぐる動き
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• 

新
型
コ
ロ
ナ
災
害
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
活
動
報
告
会
＆
各
政
党
と
の
討
論
集
会「
コ
ロ
ナ
と
貧
困
に
殺
さ

れ
る
。政
治
は
い
ま
す
ぐ
公
的
責
任
を
果
た
せ
！
」（
12
日
／（
一
）反
貧
困
ネ
ッ
ト
―
ワ
ー
ク
）＊

• 

（
Ｎ
）キ
ッ
ズ
ド
ア
に
よ
る
調
査
結
果
発
表「
年
間
収
入
２
０
０
万
円
未
満
」が
65
％
、「
貯
蓄
額
10
万
円

未
満
」は
51
％
。困
窮
子
育
て
世
帯
の
87
％
が
夏
休
み
中
の
食
事
に
不
安（
28
日
）

• 

不
安
定
居
住
者
の
た
め
の
支
援
情
報
サ
イ
ト「
す
ま
こ
ま
。」ス
タ
ー
ト
。実
施
主
体
は
厚
生
労
働
省
、

（
Ｎ
）ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
受
託（
28
日
）

7月

• 

熱
海
市
伊
豆
山
地
区
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
。死
者・行
方
不
明
者
27
人
、損
壊
家
屋
多
数（
３
日
）

• 

東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
４
回
目（
12
日
〜
９
月
30
日
）＊

• 

中
国・河
南
洪
水
、千
年
に
１
度
規
模
の
豪
雨
で
死
者
多
数
。欧
で
も
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
洪
水（
中
旬
）

• 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。日
程
の
延
期
、無
観
客
開
催
は
近
代
五
輪
史
上
初（
23
日
〜
８
月
８
日
）

• 

ト
ル
コ
、ギ
リ
シ
ャ
、米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
ロ
シ
ア
で
高
温
乾
燥
に
よ
り
大
規
模
森
林
火
災（
〜
８
月
）

• 
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
運
営
す
る（
一
）社
会
的
包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
Ｃチ

ャ

ン

カ

ン

ｈ
ａ
ｎ
Ｋ
ａ
ｎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」開
始
。生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
若
者
と
外
国
人
を
対
象
に
し
た
相
談
支
援
事
業（
１
日
）

• 

（
Ｎ
）日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
Ａ
）創
立
20
周
年
。記
念
企
画「
Ｊ
Ｖ
Ｃ

Ａ
二
十
歳
の
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催（
28
日
）

8月

• 

感
染
者
が
世
界
全
体
で
２
億
人
超
え
。ジ
ョ
ン
ズ・ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
に
よ
る
集
計
で（
５
日
）＊

• 

ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
死
亡
事
件
を
受
け
、出
入
国
在
留
管
理
庁
が
局
長
ら
４
人
を
処
分（
10
日
）

• 

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
。西
日
本
を
中
心
に
大
雨
被
害（
11
〜
21
日
）

• 

タ
リ
バ
ン
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
掌
握
、女
性
の
教
育・社
会
生
活
に
脅
威（
15
日
）。米
軍
20
年
ぶ
り
に
撤
退
。

• 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
中
傷
の
根
絶
を
目
指
す（
Ｎ
）R リ
メ
ン
バ
ー
・
ハ
ナ

em
em

berHANA

設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷
を
受
け
自
死
し
た
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー・木
村
花
さ
ん
の
母・響
子
さ
ん
ら（
３
日
）

• 

広
島
の
市
民
団
体
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、検
定
教
科
書
の「
従
軍
慰
安
婦
」記
述
訂
正・削
除
を
批

判（
25
日
）

9月

• 

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
８
月
24
日
〜
５
日
）

• 

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
施
行
。国
や
地
方
公
共
団
体
は
、医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
か
か
る
施

策
を
実
施
す
る
責
務
を
負
う（
18
日
）

• 

東
京
い
の
ち
の
電
話
設
立
50
年
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
に
よ
る「
い
の
ち
の
電
話
」の
草
分
け（
１
日
）

• 

緊
急
避
妊
薬
を
処
方
箋
な
し
に
買
え
る「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
」化
を
求
め
る
要
望
書
を
厚
生
労
働
省
に

提
出（
４
日
／
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
で
の
入
手
を
実
現
す
る
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

• 

（
Ｎ
）移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
移
住
連
）が
参
院
選
に
先
立
ち「
移
民
政
策
に
関
す

る
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
２
０
２
１
」の
結
果
を
公
表（
18
日
）

10月

• 

菅
内
閣
の
任
期
満
了
を
受
け
岸
田
内
閣
が
発
足（
４
日
）

• 

小
笠
原
諸
島
付
近
で
噴
火
し
た
海
底
火
山
で
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
大
量
の
軽
石
が
沖
縄
本
島
な
ど
に
漂

着
、漁
業
や
観
光
に
影
響
。政
府
関
係
省
庁
に
よ
る
初
の
対
策
会
議（
28
日
）

• 

体
調
不
良
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
が
入
管
施
設
で
死
亡
し
た
事
件（
３
月
）を
受
け
、外
国
人
Ｄ
Ｖ
被
害

者
に
対
す
る
適
切
な
保
護
の
徹
底
と
対
策
の
改
善
を
求
め
、市
民
活
動
５
団
体
が
声
明（
11
日
）

• 

（
認
）シ
ー
ズ・市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
が
解
散
、27
年
の
活
動
に
幕（
5
日
）。事
業
は

（
Ｎ
）セ
イ
エ
ン
が
承
継（
15
日
）

• 

（
Ｎ
）日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
25
周
年（
22
日
）。記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。

11月

• 

ユ
ニ
セ
フ
の
調
査
報
告
書『Seen, Counted and Included

』、障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
数
は
世
界
全
体
で

２・４
億
人
、幸
福
度
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
指
標
に
お
い
て
不
利
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
明
示（
10
日
）

• 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
閉
幕
。Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
向
け
進
展
は
あ
っ
た
も
の
の
未
合
意
の
課
題
多
数（
13
日
）

• 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」の
感
染
者
を
日
本
で
初
め
て
確
認（
30
日
）＊

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、「
大
学・短
大
等
に
お
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
連
絡
会
〜
様
々
な
危
機
と
共
存

す
る
時
代
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ど
う
展
開
す
る
か
〜
」オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
18
日
）

• 

「
第
１
回
全
国
こ
ど
も
食
堂
実
態
調
査
」等
で
、把
握
で
き
た
全
国
の
こ
ど
も
食
堂
の
数
は
前
年
よ
り
大

幅
増
の
６
０
０
７
か
所
に（
21
日
／（
認
）全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー・む
す
び
え
）

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら「
年
越
し
大
人
食
堂
２
０
２
２
」実
施
。無
料
の
生
活・医
療
相
談
も（
30
日・1
月
３
日
）

12月

• 
米
国
中
西
部・南
部
で
竜
巻
が
相
次
ぎ
発
生
。死
傷
者
多
数
、史
上
最
大
級
の
被
害（
10
〜
11
日
）

• 

政
府
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」の
創
設
に
向
け
た「
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方
針
」を

閣
議
決
定
。「
こ
ど
も
庁
」か
ら
の
名
称
変
更
に
疑
問
や
反
対
の
声
も（
21
日
）

• 

米
国
、ウ
イ
グ
ル
強
制
労
働
防
止
法
成
立
。中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
の
輸
入
を
原
則
禁
止（
23
日
）

• 

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
支
部
等
閉
鎖
。国
家
安
全
法
で
活
動
が
困
難
に（
月
末
）

（2021年 ─
※字数節約のため正式呼称等を省略している場合があります。

 【凡例】  
 （Ｎ）… NPO法人  （認）…認定NPO法人   （一）…一般社団法人   （公）…公益社団法人
 TVAC…東京ボランティア・市民活動センター。
 「＊」 は新型コロナウイルス感染症に関する動きです。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
を
め
ぐ
る
動
き

社
会
の
動
き

• 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
最
大
手
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
が「
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
を
守
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
基
金
」

を
新
設
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
困
窮
す
る
人
な
ど
を
支
え
る
団
体
の
活
動
支
援（
６
日
）＊

• 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ
禍
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
〜
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜
」（
30
日
／
Ｔ

Ｖ
Ａ
Ｃ
）＊

1月

• 

米
連
邦
議
会
議
事
堂
に
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
ら
が
乱
入
、ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
戒
厳
令
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

扇
動
者
と
し
て
弾
劾
裁
判
へ（
６
日
）

• 

東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
２
回
目（
8
日
〜
3
月
21
日
）＊

• 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」が
発
効
。国
際
条
約
と
し
て
は
初
。50
か
国・地
域
以
上
が
批
准（
22
日
）

• 

多
摩
地
域
５
大
学
と
地
域
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
会
＆
イ
ベ
ン
ト「
被
災
地
と
多
摩
地
域
の

架
け
橋
」（
14
日
／
多
摩
地
区
の
大
学
と
地
域
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

• 

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
電
話
で
聴
く「
マ
マ
パ
パ
ラ
イ
ン
」集
中
実
施（
15
〜
20
日
／（
Ｎ
）子
ど
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ・子
ど
も
劇
場
全
国
セ
ン
タ
ー
）

2月

• 

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
を
掌
握
。ア
ウ
ン・サ
ン・ス
ー・チ
ー
氏
を
拘
禁（
１
日
）

• 

〝
社
会
的
不
安
に
寄
り
添
い
、深
刻
化
す
る
社
会
的
な
孤
独・孤
立
の
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
な
対
策
を
推

進
す
る
た
め
〞、内
閣
官
房
が「
孤
独・孤
立
対
策
担
当
室
」を
設
置（
19
日
）

• 

大
久
保
公
園
で
コ
ロ
ナ
困
窮
者
向
け「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談
会
」（
13
〜
14
日
）＊

• 

中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
!!
」の
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る「
中
学
生・高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１
」初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
14
日
）

• 

練
馬
区
の
小
学
生
８
人
に
よ
る「
チ
ー
ム
Ｎ
Ｈ
Ｙ
レ
モ
ン
」が
渋
谷
区
の
カ
フ
ェ
で
レ
モ
ネ
ー
ド
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
会
を
開
き
、収
益
の
大
半
を
小
児
が
ん
治
療
研
究
に
寄
付（
21
日
）

3月

• 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年（
11
日
）

• 

米
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で
ア
ジ
ア
人
女
性
ら
を
狙
っ
た
銃
撃
事
件
。8
人
が
死
亡（
16
日
）。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド・オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
で
ア
ジ
ア
人
ヘ
イ
ト
に
抗
議
の
デ
モ（
27
日
）

• 

ス
エ
ズ
運
河
で
日
本
企
業
所
有
の
コ
ン
テ
ナ
船
座
礁
。運
河
は
３
か
月
以
上
運
航
不
能
に（
23
日
）

• 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
２
１
」発
表
。男
女
格
差
の
少
な
い
順

で
日
本
は
１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位（
31
日
）

• 

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ（
旧「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・セ
ン
タ
ー
」）設
立
40
周
年（
１
日
）

• 

「
ア
ー
ス
デ
イ
気
候
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
」（
22
日
／
ア
ー
ス
デ
イ
東
京
２
０
２
１
実
行
委
員
会
）

• 

（
認
）し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず・ふ
ぉ
ー
ら
む
が
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
就
労・生
活
調
査
」（
25
日
）＊

4月

• 

社
会
福
祉
法
一
部
改
正
が
施
行
。新
事
業「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
注
目
が
集
ま
る（
１
日
）

• 

高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
ス
タ
ー
ト（
12
日
）＊

• 

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
が
、家
族
の
介
護
や
世
話
を
担
う
子
ど
も「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」に
関
す
る
初

の
実
態
調
査
結
果
を
公
表
。中
学
２
年
生
の
５・７
％
が「
世
話
し
て
い
る
家
族
が
い
る
」と
回
答（
12
日
）

• 

東
京
の
緊
急
事
態
宣
言
３
回
目（
25
日
〜
６
月
20
日
）＊

• 

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
施
策
の
確
立
に
向
け
た
声
明
」。ケ
ア
を
担
う
子
ど
も（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）に

つ
い
て
、実
効
性
あ
る
支
援
策
の
確
立
を
あ
ら
た
め
て
求
め
る（
７
日
／（
一
）日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
）

5月

• 

与
党
、入
管
法
改
正
法
案
提
出
を
断
念（
18
日
）。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
新
法
も
与
党
合
意
が
取
れ
ず
見
送
り（
20
日
）

• 

改
正
温
暖
化
対
策
推
進
法
成
立
。２
０
５
０
年
ま
で
に
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す（
26
日
）

• 

わ
い
せ
つ
教
員
対
策
新
法
成
立
。性
暴
力
等
で
失
効
し
た
教
員
免
許
の
再
交
付
却
下
が
可
能
に（
28
日
）

• 

『
心
の
病
気
の
回
復
は
家
族
の
学
び
か
ら
―
新
宿
フ
レ
ン
ズ
50
年
の
道
の
り
』出
版（
14
日
／
新
宿
区

精
神
障
害
者
家
族
会・新
宿
フ
レ
ン
ズ
役
員
会
）

 6月

• 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
」相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
14
日
）＊

• 

最
高
裁
、夫
婦
別
姓
を
認
め
な
い
民
法・戸
籍
法
は
合
憲
と
判
断
。裁
判
官
15
人
中
11
人
が
支
持（
23
日
）

）ボランティア ・ ＮＰＯ ・ 市民活動をめぐる動き
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
社
会
へ
の
影
響
は
多
岐
に
わ
た
り
、

市
民
生
活
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
あ
ら
ゆ
る
人
が
生
き
る
場
を
失
わ

な
い
た
め
に
「
つ
な
が
り
、
つ
ど
う
」

こ
と
が
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
も
、
大
き
な

困
難
と
向
き
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
し
な
が
ら
多
く
の
活
動
が
再
開
し
、

ま
た
新
た
な
活
動
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
は
２
０
２
１
年
１

月
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
約
１
年
を

振
り
返
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ
ロ
ナ

禍
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
開
催
、

情
報
提
供
や
活
動
報
告
を
行
い
、
取
り

組
み
の
共
有
や
検
討
を
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、１
年
後
、

「
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
〜
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
展
開
へ

〜
」
と
題
し
、
運
営
委
員
会
企
画
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
を
１
月
23
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
遠
方
の
方
や
高
校
生
な

ど
、
１
１
３
名
の
参
加
者
を
迎
え
、
運

営
委
員
長
の
渡
戸
一
郎
さ
ん
か
ら
「
市

Vol.12

■

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動

〜
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
展
開
へ
〜
」を
開
催

民
活
動
を
進
め
る
た
め
の
有
意
義
な
意

見
交
換
と
情
報
交
換
の
場
と
し
た
い
」

と
い
う
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　■
課
題
提
起

石
渡
和
実
さ
ん

（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

石
渡
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
出
会
う
・
つ

な
が
る
・
ふ
れ
あ
う
」
が
す
べ
て
制
約

さ
れ
た
と
い
う
課
題
の
一
方
で
、
障
害

当
事
者
か
ら
の
〝
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る

前
か
ら
、
そ
う
し
た
生
活
を
強
い
ら
れ

て
き
た
人
々
が
い
る
〟 〝（
障
害
の
）
社

会
モ
デ
ル
の
観
点
か
ら
す
る
と
「
総
障

害
者
化
」（
全
員
が
障
害
者
）が
起
き
た
〟

と
い
っ
た
発
信
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。そ

し
て
、「
多
様
な
人
が
い
る
か
ら

こ
そ
、
新
し
い
展
開
が
実
現
で
き
る
」

と
し
、「
当
事
者
と
展
開
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
」
や
「
共
生
社
会

の
実
現
」、「
ふ
れ
あ
い
の
回
復
」
を
提

起
し
ま
し
た
。

■
報
告

吉
田
建
治
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

セ
ン
タ
ー
）

同
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な
り
設
立

し
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
し
て
い
く
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「『
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
組
織
社
会

連
帯
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
情
報
提
供

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
者
間
の
情
報
の
共
有
、

政
策
提
言
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
６
月

に
行
っ
た
調
査
か
ら
、
情
報
提
供
や

提
言
な
ど
実
際
に
行
っ
た
支
援
活
動

と
、
支
援
者
自
身
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て

有
効
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
活
動
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
指
摘
す
る
な
ど
し
、「
課

題
の
意
味
す
る
こ
と
を
慎
重
に
読
み
解

き
、
自
分
た
ち
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考

え
続
け
る
こ
と
が
大
切
」と
言
い
ま
す
。

■
活
動
現
場
か
ら
の
提
起

●
学
生
の
想
い
と
活
動
は
？

　

橋
谷
優
希
さ
ん（
明
星
大
学
３
年
生
）

畑
野
理
美
さ
ん（
明
星
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

今
年
度
、
一
部
の
授
業
は
対
面
で
受

け
ら
れ
、
学
生
同
士
が
交
流
で
き
る
機

会
も
持
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
活
動
を
行
い
、
規
制
緩
和
の
時
期
に

は
、
地
域
や
子
ど
も
向
け
の
活
動
が
で

き
た
そ
う
で
す
。
一
方
で
、
課
題
と
し

て
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
多
く
が

停
止
し
、
他
大
学
の
学
生
と
の
交
流
の

機
会
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。「
今

で
き
る
こ
と
を
考
え
つ
つ
、
新
し
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
生
み
出
す
こ
と
が

必
要
。
コ
ロ
ナ
以
前
を
知
っ
て
い
る
自

分
た
ち
３
年
生
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
を

見
守
り
た
い
」
と
橋
谷
さ
ん
は
言
い
ま

す
。畑

野
さ
ん
か
ら
は
「
活
動
で
き
な
い

状
況
を
懸
念
し
た
卒
業
生
が
連
絡
を
く

れ
、
つ
な
が
り
が
再
開
す
る
な
ど
プ
ラ

ス
の
面
も
あ
っ
た
。
つ
な
が
り
を
絶
や

さ
ず
、
少
人
数
で
も
続
け
る
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

●
野
宿
者
・
失
業
支
援
の
現
場
か
ら　

中
村
光
男
さ
ん（
企
業
組
合
あ
う
ん
）

「
我
々
は
典
型
的
なFace to Face

の
活
動
」
と
開
口
一
番
、
中
村
さ
ん
は

言
い
ま
す
。「
皆
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば

何
と
か
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
い
か
ん
と

も
し
が
た
い
。
生
活
困
窮
者
や
ホ
ー
ム

レ
ス
の
人
が
爆
発
的
に
増
え
、
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
な
ど
か
ら
も
食
べ
物
の
依
頼

が
あ
る
。
自
分
た
ち
が
対
応
で
き
る
の
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は
１
０
０
世
帯
程
度
。
募
集
す
る
と
1

分
し
な
い
う
ち
に
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
背
景
に
は
、
２
０
０
０
万
人
以
上

と
い
わ
れ
る
非
正
規
雇
用
問
題
が
あ

り
、
危
機
の
時
に
社
会
の
矛
盾
を
背
負

わ
さ
れ
る
」

あ
う
ん
で
は
、
現
在
も
対
策
を
取
り

な
が
ら
活
動
を
継
続
し
、
並
行
し
て
30

～
40
代
の
若
手
を
中
心
に
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
構
想
中
と
の
こ
と
で
す
。

●
こ
ど
も
食
堂
の
現
場
か
ら

　

近
藤
博
子
さ
ん（
一
般
社
団
法
人
と

も
し
び
ａ
ｔ
だ
ん
だ
ん
）

近
藤
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
子
ど
も

食
堂
は
、
八
百
屋
か
ら
始
ま
り
、
娘
の

学
習
支
援
の
た
め
ワ
ン
コ
イ
ン
寺
子
屋

を
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
機
に
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人

が
関
わ
り
、
だ
ん
だ
ん
を
通
じ
て
人
の

つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
長
期
休
校
対
策
の
た

め
、ど
ん
ぶ
り
弁
当
ラ
ン
チ
対
応
を
し
、

給
食
の
再
開
後
も
毎
週
木
曜
日
に
晩
御

飯
の
お
弁
当
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

「
目
の
前
の
人
を
大
事
に
す
る
」「
思

い
を
行
動
に
す
る
」「
人
に
頼
る
こ
と

も
大
切
」、
そ
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
多
文
化
共
生
の
現
場
か
ら

　

枦は
ぜ

木き

典
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文

化
共
生
セ
ン
タ
ー
東
京
）

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と

し
て
、
外
国
の
人
た
ち
は
情
報
取
得
が

一
層
困
難
に
な
り
、
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
予
約
制
に
し
た
た
め
情
報
取
得
の
人

数
が
減
っ
た
、
入
国
制
限
で
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
数
も
減
少
し
た
こ
と
等

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
多
言
語
の
情
報
提
供
や
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

放
課
後
教
室
を
新
規
に
開
設
し
、
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
学
生
が
地
域
と
つ
な
が
る
場

に
な
っ
た
ら
…
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
あ
る
枝
見
太
朗
さ
ん
（
一
般
財

団
法
人
富
士
福
祉
事
業
団
）
が
司
会
を

務
め
、
ま
ず
は
中
野
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
東
京
都
生
活
文
化
局
か
ら
の
事
例

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
地
域
の
居
場
所
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
、中
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
草

野
由
佳
さ
ん
か
ら
の
報
告

コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年
度
、
地
域

担
当
を
通
じ
て
居
場
所
は
４
０
６
か
所

確
認
が
で
き
た
が
、
現
在
は
約
１
０
０

団
体
が
休
止
・
終
了
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
高
齢
者
の
会
食
会
が
影
響
を

も
っ
と
も
受
け
て
い
て
、
担
い
手
の
高

齢
化
も
あ
り
、
活
動
終
了
し
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。
活
発
な
の
は
、
こ
ど
も
食
堂

や
学
習
支
援
で
工
夫
を
し
な
が
ら
柔
軟

に
活
動
を
し
て
い
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

参
加
者
か
ら
「
世
代
交
代
」「
Ｉ
Ｔ
が

不
得
手
な
人
の
支
援
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

閉
会
時
に
は
、「
一
人
ひ
と
り
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
役
割
を

も
っ
て
い
る
。
支
え
合
い
な
が
ら
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な
る
」
と
い
っ
た
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
光
は
見
え
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
新
し
い
と
も
し

び
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
多
く

の
人
が
実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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■
東
京
憲
章
作
成
の
経
緯

近
年
、
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
東
京
で
も
２
０
１
３
年
に
は
伊
豆
大
島

土
砂
災
害
、２
０
１
９
年
に
は
台
風
15
号
・

19
号
が
発
生
し
、
都
内
各
地
で
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
記
憶
に
新
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下

地
震
や
江
東
５
区
で
の
大
規
模
水
害
。
こ

う
し
た
大
規
模
な
災
害
に
我
々
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団

体
は
、
ど
の
よ
う
に
備
え
を
し
て
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
問
い
に
向
き
合
っ
て
作
成
し

て
き
た
の
が
「
災
害
時
の
た
め
の
市
民
協

働 

東
京
憲
章
」（
以
下
、
東
京
憲
章
）
で

す
。
平
時
か
ら
様
々
な
団
体
が
連
携
・
協

働
し
た
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
被

災
者
の「
い
の
ち
」と「
く
ら
し
」を
守
る
。

■
２
つ
の
視
点
と
５
つ
の
基
本
方
針

東
京
憲
章
は
２
つ
の
視
点
と
５
つ
の
基

本
方
針
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
大
切
に
し
た
い
２
つ
の
視
点

①
多
様
性

②
平
時
か
ら
の
取
組
み

◆
５
つ
の
基
本
方
針

①�

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
尊
重

し
ま
す
。

②�

支
援
や
配
慮
が
必
要
な
方
々
に
寄
り

添
い
、「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を
、

み
ん
な
で
支
え
ま
す
。

③�

支
援
者
は
、
情
報
を
交
換
し
、
と
も

に
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�

支
援
者
と
な
る
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト

も
重
要
な
支
援
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

⑤�

過
去
の
被
災
の
教
訓
か
ら
学
び
、
平

時
・
災
害
時
の
活
動
に
活
か
し
ま
す
。

次
号
か
ら
は
、
大
切
に
し
た
い
２
つ
の

視
点
と
５
つ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

連載
Vol.1
■

「災
害
時
の
た
め
の
市
民
協
働 

東
京
憲
章
」を 

読
み
解
く

こ
の
こ
と
を
目
標
に
、
東
京
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
東

京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」（
事
務
局
Ｔ

Ｖ
Ａ
Ｃ
）
が
作
成
し
ま
し
た
。

今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
こ
の
東
京

憲
章
の
内
容
と
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ご
案

内
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
の
発
生
前
、
そ
し
て
、
発
災
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
団
体
は
、
何
を
目
指
し
て
取
組
み
を

進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
実
は
、
こ
れ

だ
け
災
害
が
頻
発
し
て
い
な
が
ら
、
こ
の

問
い
に
直
接
的
に
答
え
ら
れ
る
資
料
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■�

こ
れ
ま
で
の
災
害
の
教
訓
・

　

反
省
を
も
と
に
作
成

東
京
憲
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
か
ら

得
ら
れ
た
教
訓
・
反
省
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
東
京
憲
章
以
外
に
も
過
去

の
教
訓
・
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国

際
協
力
の
分
野
で
は
、
人
道
支
援
の
現
場

に
お
い
て
支
援
者
が
守
る
べ
き
最
低
基
準

と
し
て
「
ス
フ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

や
人
道
支
援
の
質
と
説
明
責
任
に
関
す
る

基
準
（
Ｃ
Ｈ
Ｓ
）
と
い
う
も
の
が
整
理
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
専
門
的
な

知
見
か
ら
災
害
時
に
必
要
な
視
点
や
被
災

者
支
援
に
必
要
な
基
準
を
示
し
て
お
り
、

と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一

般
市
民
や
被
災
者
支
援
を
専
門
と
し
て
い

な
い
団
体
が
こ
う
し
た
資
料
を
読
み
解
い

て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
海
外
向

け
で
あ
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
や
や
専
門
的

な
印
象
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
被
災
者
支
援

の
重
要
な
視
点
を
記
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
参
考
に
し
ま
し
た
。

一
方
、
こ
れ
ら
は
発
災
後
の
支
援
活
動
に

焦
点
が
置
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
発

災
前
の
平
時
に
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、

と
い
う
点
に
お
い
て
は
知
見
が
ま
と
ま
っ

て
い
な
い
状
態
で
し
た
。
東
京
憲
章
は
こ

う
し
た
幾
つ
か
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
そ
し

て
、
こ
の
東
京
で
経
験
し
た
災
害
で
得
ら

れ
た
様
々
な
教
訓
・
反
省
を
も
と
に
作
成

し
て
い
ま
す
。

東
京
は
多
様
性
に
富
ん
だ
ま
ち
で
す
。

東
京
の
ま
ち
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
そ
の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
て
一

人
で
も
多
く
の
方
と
、
日
ご
ろ
か
ら
の
災

害
時
に
向
け
た
活
動
に
生
か
し
て
い
く

か
、
東
京
憲
章
は
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の

礎
づ
く
り
と
も
言
え
ま
す
。
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２
月
は
と
て
も
忙
し
い
。な
ぜ
な
ら
、

親
友
の
誕
生
日
や
母
の
誕
生
日
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
愛
や
感
謝
を
伝
え
る

月
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
は
言
え
私
が
愛

情
を
注
ぐ
一
番
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

犬
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
犬
が

好
き
な
の
か
色
々
考
え
て
み
る
が
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
愛
を
注
ぎ
た
い
相
手
と
い
う

の
は
、
明
確
な
理
由
や
言
葉
で
表
現
で

き
る
類
の
も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

私
が
そ
し
て
人
間
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
犬
に
惹
か
れ
て
し
ま
う
理
由
を
知

る
手
が
か
り
が
、
こ
の
『
イ
ヌ
は
愛
で

あ
る
』
だ
。

　

著
者
で
あ
る
動
物
心
理
学
者
は
言
う

「
こ
の
惑
星
に
生
き
る
数
か
ぎ
り
な
い

動
物
の
な
か
で
も
、
イ
ヌ
ほ
ど
人
間
と

の
あ
い
だ
に
強
く
不
思
議
な
絆
き
ず
な

を
築
く

種
は
い
な
い
。」
と
。
そ
し
て
科
学
者

と
し
て
の
葛
藤
が
始
ま
る
。「
イ
ヌ
を

愛
す
る
人
の
多
く
は
こ
の
『
愛
』
と
い

う
言
葉
を
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
し
、

わ
た
し
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ず
っ
と

同
じ
よ
う
に
し
て
き
た
。
け
れ
ど
、
ひ

と
り
の
科
学
者
と
し
て
は
、
そ
の
言
葉

を
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
使
う
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。」、「
愛
と
い
う
概
念
は
、

わ
た
し
が
属
す
る
現
実
主
義
の
世
界
で

は
あ
ま
り
に
も
感
傷
的
で
あ
い
ま
い
な

も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。」

やっぱり動物が好きやっぱり動物が好き

vol.21

　

葛
藤
は
「
愛
」
を
扱
う
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、「
擬
人
化
」
や
研
究
を
進
め

れ
ば
進
め
る
ほ
ど
想
定
と
は
異
な
る
事

実
の
発
見
、
そ
れ
に
よ
っ
て
“
犬
た
ち

の
認
知
能
力
を
疑
う
者“
と
い
う
悪
評
、

当
の
犬
た
ち
を
貶
め
て
い
る
よ
う
に
み

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
及
ぶ
。
犬
を

愛
す
る
者
と
し
て
は
、
と
て
も
辛
い
立

場
に
追
い
や
ら
れ
な
が
ら
も
“
知
能
が

特
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て

も
、
イ
ヌ
に
は
た
し
か
に
特
別
な
何
か

が
あ
る
”
と
奮
闘
す
る
。
そ
し
て
“
そ

の
特
別
な
何
か
と
は
知
能
で
は
な
く
感

情
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
”と
気
づ
き
、

犬
と
人
間
の
「
愛
」
に
つ
い
て
迫
っ
て

い
く
。「
愛
」
に
つ
い
て
は
難
し
い
命

題
だ
が
少
な
く
と
も
お
互
い
を
思
い
や

る
気
持
ち
や
相
手
の
幸
せ
を
願
う
気
持

ち
、
安
ら
か
な
一
体
感
が
そ
れ
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
「
イ
ヌ
の
愛
情
に
敬
意
を
払
っ
て
報

い
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
人
間
に
は

も
っ
と
す
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。」

　
「
愛
こ
そ
が
、
あ
の
関
係
の
、
そ
し

て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
イ
ヌ
と
人
間
の
交
流

の
本
質
な
の
だ
。
研
究
者
た
ち
が
見
当

違
い
の
場
所
を
つ
つ
き
、
イ
ヌ
の
特
殊

性
は
心
で
は
な
く
知
能
に
あ
る
と
主
張

し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
、
イ
ヌ
を

愛
す
る
大
勢
の
人
た
ち
は
、
そ
の
真
実

を
知
っ
て
い
た
。
科
学
が
い
ま
よ
う
や

く
、
そ
れ
に
追
い
つ
こ
う
と
し
て
い

る
。」
と
い
う
文
章
に
「
よ
く
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
！
」と
称
賛
を
送
り
た
い
。

　

社
会
で
は
、
見
当
違
い
の
場
所
を
つ

つ
き
、
行
き
過
ぎ
た
能
力
主
義
や
条
件

付
き
の
命
の
選
別
が
存
在
す
る
。
全
て

の
動
物
に
は
命
が
あ
り
感
情
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
愛
す
る
た

め
の
努
力
と
温
か
さ
を
大
切
に
し
た
い

と
強
く
思
う
一
冊
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
も
う
一
冊
、
図
録
を
紹
介
し

た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
美
術
展
が
中
止
・

時
間
短
縮
と
な
っ
て
い
る
中
、
滑
り
こ

み
で
観
た
府
中
市
美
術
館
、
開
館
20
周

年
記
念
『
動
物
の
絵　

日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ　

ふ
し
ぎ
・
か
わ
い
い
・
へ
そ

ま
が
り
』。
尾
形
光
琳
の
竹
虎
図
、
円

山
応
挙
の
藤
花
狗
子
図
、
徳
川
家
光
の

ユ
ニ
ー
ク
な
兎
図
な
ど
が
鑑
賞
で
き

る
。「
癒
さ
れ
る
〜
」
の
一
言
だ
。

�

（
安
井
忍
）

＊当センタースタッフによるコラム

（左）『イヌは愛である　「最良の
友」の科学』クライブ・ウィン（著）・
梅田智世（訳）／早川書房　（右下）
『動物の絵　日本とヨーロッパ　
ふしぎ・かわいい・へそまがり』
府中市美術館（編・著）講談社
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そ
も
そ
も
「
音
訳
」
と
は
音
声
訳
の
略
。

文
字
や
図
表
な
ど
の
情
報
を
音
声
化
し
て

視
覚
障
害
者
の
「
目
の
代
わ
り
」
を
果
た

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

に
お
け
る
音
訳
の
活
動
は
１
９
５
７
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。

音
訳
の
活
動
と
の
出
会
い

　

ま
ず
は
、
私
自
身
の
こ
と
か
ら
お
話
す

る
と
、
学
生
時
代
、
選
挙
の
宣
伝
カ
ー
に

乗
り
車
上
運
動
員
（
い
わ
ゆ
る
ウ
グ
イ
ス

嬢
）
を
し
た
こ
と
が
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

発
音
や
発
声
を
叩
き
込
ま
れ
、
声
が
枯
れ

な
い
話
し
方
や
、
遠
く
に
い
る
人
に
も
声

を
届
け
る
基
礎
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
域
の
図
書
館
主
催
の
音
訳
者
養

成
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
初
心
者
の

中
で
声
を
出
す
こ
と
は
私
が
一
番
上
手
で
、

自
分
の
声
で
視
覚
障
害
者
の
方
々
の
役
に

立
て
る
ん
だ
、
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
練
馬
区
で
活
動
す
る
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
著

作
権
の
係
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
点
字

図
書
館
に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
除

き
、
１
冊
ご
と
に
著
作
権
の
許
諾
を
取
ら

な
い
と
録
音
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
手
続
き
に
は
た
い
へ
ん
な
手
間

が
か
か
り
ま
し
た
。

　

当
時
東
海
テ
レ
ビ
に
い
ら
し
た
磯
野
正

典
さ
ん
（
＊
１
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
出
版
す

る
本
の
裏
表
紙
に
Ｅ
Ｙ
Ｅ
マ
ー
ク
を
つ
け

て
も
ら
う
と
許
諾
な
し
に
読
め
る
と
い
う

運
動
が
あ
り
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
の
方

に
１
日
も
早
く
音
訳
を
届
け
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
私
も
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

時
間
は
要
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
の
努

力
の
お
か
げ
で
、
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
、

２
０
２
０
年
の
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法（
＊
２
）

の
成
立
に
結
び
つ
い
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
図
書
館
や
視
覚
障
害
者
の

方
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
お
も
に
録
音
図

書
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
音
訳

は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
す
で
に
音
声
の

あ
る
場
合
に
は
そ
ち
ら
を
案
内
し
ま
す
。

基
本
的
に
は
1
冊
の
本
を
1
人
で
読
み
、

雑
誌
は
早
く
渡
す
必
要
が
あ
る
た
め
に
分

担
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
月
刊
誌
『
世
界
』

は
8
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
て
読
み
編
集
し

て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
電
子

図
書
館
サ
ピ
エ
（
＊
３
）
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
よ

り
多
く
の
方
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
今
は
音
声
デ
イ
ジ
ー
（
＊
４
）

と

い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

分
冊
す
る
と
早
い
の
で
す
が
、
文
芸
書

な
ど
は
読
む
人
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
る
た
め
、
1
人
で
読
ん
だ
方
が
い
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
俳
優
さ
ん
の
朗
読
は

「
す
ご
い
！
」
と
思
う
け
れ
ど
、
視
覚
障

害
者
の
方
に
と
っ
て
は
重
く
感
じ
た
り
も

し
ま
す
。
読
み
手
が
感
動
し
て
感
情
を
込

め
て
読
ん
で
も
、
全
て
の
人
が
同
じ
箇
所

に
感
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

全
国
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
な
が
る

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
国
的
な
つ
な

が
り
が
で
き
る
の
は
、
２
０
０
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
横
の
つ

な
が
り
が
少
な
く
、
情
報
が
手
に
入
り
に

く
い
人
た
ち
が
多
く
い
ま
し
た
。
あ
る
年

の
全
国
図
書
館
大
会
で
各
地
の
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
出
会
っ
た
の
を
機
に
、
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
国
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
の
こ
と
で
す
。
８
０
０

人
も
の
参
加
が
あ
り
、
翌
年
に
全
国
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し

ま
し
た
。
総
会
は
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
地
方
の
方
か
ら
の
音
訳
の
依
頼
に
は

地
元
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
な
い
だ
り
、
漫
画

が
読
み
た
い
と
い
う
依
頼
に
は
漫
画
を
読

む
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
た
り
と
い
っ
た
こ

音
訳
を
通
し
て
社
会
を
変
え
る

　
～
視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
寄
り
添
い
続
け
て
～

藤
田 

晶
子
（
全
国
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

藤田 晶子（ふじた まさこ）さん

インタビュー

市
民
活
動
の
現
場
か
ら
社
会
の
変
化
を
み
つ
め
る
企
画
第
2
弾
。
今
号
は
全

国
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
藤
田
晶
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

40
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
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今
朝
、
テ
レ
ビ
を
み
て
い
た
ら
Ａ
Ｉ
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
ニ
ュ
ー
ス
を
滑
ら
か
に

読
ん
で
い
て
進
化
を
感
じ
ま
し
た
。
肉
声

に
よ
る
音
訳
が
必
要
な
く
な
る
の
な
ら
、

そ
れ
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は
肉
声
に
よ
る
温

か
み
の
あ
る
き
れ
い
な
日
本
語
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、「
子
ど
も

の
本
棚
」
と
い
う
児
童
書
を
読
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
る
人
た
ち
は
特
別
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
に
し
て

い
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
音
訳
を
通
し
て

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

註＊
１　

磯
野
正
典
（
い
そ
の
ま
さ
ふ
み
）：
情
報
学
、

社
会
学
が
専
門
の
社
会
学
者
。
金
城
学
院
大
学
教
授
。

Ｅ
Ｙ
Ｅ
マ
ー
ク
・
音
声
訳
推
進
協
議
会
（
１
９
９
２

年
結
成
）
の
理
事
長
を
務
め
た
。

＊
２　

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
：
視
覚
障
害
者
等
の

読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
。
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
の
あ
る
方
が
利
用
し
や
す
い
形
式
で
本
の

内
容
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

＊
３　

電
子
図
書
館
サ
ピ
エ
：
視
覚
障
害
者
等
、
目

で
文
字
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方
々
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
点
字
、
音
声
デ
ー
タ
な
ど
で
提
供
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
日
本
点
字
図
書
館
が
シ
ス
テ
ム

を
管
理
し
全
国
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
会
が

運
営
す
る
。

＊
４　

音
声
デ
イ
ジ
ー
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
）： D

igital 

Accessible Inform
ation System

の
略
。「
ア
ク

セ
シ
ブ
ル
な
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
訳
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
録
音
図
書
の
国
際
標
準
規
格
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
1
枚
の
Ｃ
Ｄ
に
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
約
50
巻
分
の
録
音
が
可
能
。

＊
５　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
：
学
習
障
害
の
ひ
と
つ
で

文
字
の
読
み
書
き
に
限
定
し
た
困
難
が
あ
り
学
業
不

振
や
二
次
的
な
学
校
不
適
応
な
ど
が
生
じ
る
疾
患
。

＊
６　

合
成
音
声
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
て
人

間
の
音
声
・
言
葉
を
機
械
的
に
合
成
す
る
こ
と
。

と
も
し
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
の
広
が
り
に
対
応
す
る

　

今
で
も
、
朗
読
は
知
っ
て
い
て
も
、
音

訳
は
知
ら
な
い
と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
音
訳
は
朗
読
と
は

一
線
を
画
し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
ニ
ュ
ー

ス
を
読
む
よ
う
に
感
情
を
入
れ
な
い
の
が

通
常
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、最
近
は
、淡
々

と
読
ま
れ
て
も
、
お
も
し
ろ
く
も
お
か
し

く
も
な
い
と
言
う
声
を
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
視
覚
障
害
者

の
方
々
に
人
気
の
あ
る
時
代
小
説
は
会
話

が
多
く
、
老
若
男
女
く
ら
い
は
わ
か
る
よ

う
に
読
ま
な
い
と
お
も
し
ろ
み
が
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
音
訳
の
対

象
が
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
＊
５
）

や
肢
体
不

自
由
、
寝
た
き
り
の
方
な
ど
も
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
々
に

と
っ
て
は
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
読
ん
だ

ほ
う
が
楽
し
め
る
の
で
し
ょ
う
。
音
訳
が

あ
る
だ
け
で
あ
り
が
た
か
っ
た
時
代
か

ら
、「
こ
う
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
言
え
る

時
代
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

　

ま
た
、
大
学
へ
の
進
学
や
就
労
す
る
人

が
増
え
て
、
専
門
書
や
教
科
書
、
参
考
書

を
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
身
を
理
解
し
て

読
ま
な
い
と
伝
わ
る
も
の
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
れ
か
ら
、
早
く
読
み
た
い
か
ら
テ
キ

ス
ト
を
合
成
音
声
（
＊
６
）

で
読
む
と
い
う

人
た
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。
中
途
失
明
の

方
た
ち
は
点
字
を
覚
え
る
の
は
至
難
の
業

で
、
進
学
や
就
職
の
準
備
の
た
め
に
、
音

訳
を
待
っ
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
。
ま

た
、「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
う
ち
に
読
ん
で
、

友
達
と
話
し
た
い
」
と
い
っ
た
ご
要
望
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
声
を
使
っ
て
情
報
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
て
テ
キ
ス
ト
化
に
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
、
省

庁
か
ら
の
日
々
更
新
さ
れ
る
原
発
や
震
災

に
関
す
る
情
報
が
合
成
音
声
で
は
読
み
上

げ
ら
れ
な
い
と
、
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

音
訳
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い

　

障
害
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

公
共
図
書
館
は
ひ
と
握
り
で
す
し
、
電
子

図
書
館
の
仕
組
み
は
、
操
作
が
難
し
く
音

源
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
人
が
限
ら
れ

た
り
、
音
声
デ
イ
ジ
ー
に
は
専
用
の
再
生

機
が
必
要
だ
っ
た
り
と
、
目
の
前
に
は
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

22 ネットワーク  2022/2

全国音訳ボランティアネットワーク

全国音訳ボランティアネットワーク

2007年６月設立。全国の音訳活動に携わる個人・団
体のネットワークを構築し視覚障害者等への支援活動
を行う。個人会員215・団体会員180（2021年１月現在）。
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何もわからなかった時はひたすらつらかった
～DVや虐待は身体的暴力だけじゃない～

セルフヘルプ
という力㉚
当事者の歩み編

加納由絵さん

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
た
家
庭
で
育

ち
、
今
で
も
、
心
の
ど
こ
か
に
「
生
き
づ

ら
い
」
複
雑
な
思
い
を
抱
え
て
過
ご
し
て

い
る
当
事
者
の
あ
つ
ま
り
を
開
い
て
い
る

加
納
由
絵
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

自
分
の
せ
い
？ 

誰
の
せ
い
？

　

私
の
両
親
は
共
に
交
通
遺
児
で
、
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
家
庭
で
苦
労
し
て
育
ち
ま
し

た
。
戦
争
を
ま
た
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
二

人
と
も
心
に
い
ろ
い
ろ
傷
を
負
っ
て
い
る

状
態
だ
と
気
づ
か
ず
に
、
私
の
親
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
父
は
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
な
い
人
で
、
母
は
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
や
劣
等
感
が
強
く
、
私
は
母
の
自
慢

の
娘
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
続
け
ま
し

た
。
母
の
決
ま
り
文
句
は
「
み
っ
と
も
な

い
」
と
「
お
里
が
知
れ
る
」
で
し
た
。
そ

の
状
態
の
中
で
、
私
は
、
何
を
判
断
す
る

に
も
親
の
信
念
や
価
値
観
が
基
準
で
、
自

分
が
思
っ
た
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
す

こ
と
な
ど
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

父
の
機
嫌
が
い
つ
悪
く
な
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
家
族
皆
、
父
の
様
子
を
軸
に

し
て
考
え
る
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
常
に
重
た
く
て
、
い
つ
も
誰
か
に

圧
力
を
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で

し
た
。
進
路
も
親
が
決
め
て
い
て
、
私
の

志
望
校
の
願
書
は
目
の
前
で
父
に
破
り
捨

て
ら
れ
ま
し
た
。
親
が
望
ん
だ
通
り
に
生

き
る
こ
と
以
外
に
、
意
思
決
定
や
自
己
主

張
な
ど
で
き
な
い
状
態
は
成
人
し
て
も
続

き
ま
し
た
。

　

私
が
楽
に
な
れ
た
き
っ
か
け
は
、
自
分

の
中
で
何
が
起
き
て
い
た
の
か
、
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
機
会
を
得
ら
れ

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
す
べ
て
自

分
の
責
任
な
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
も
の

す
ご
く
強
く
て
、
自
分
の
こ
と
を
客
観
的

に
見
ら
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
何
も
知
ら
な
い
時
は
、
ひ
た
す
ら
辛

か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
自
分
が
辛
く
な
っ
た

の
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し

ず
つ
環
境
に
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
自
分
が
辛

か
っ
た
の
は
、
家
族
の
誰
も
ケ
ア
を
受
け

ら
れ
な
い
ま
ま
、
な
ん
と
か
し
よ
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
必
死
で
生
き
て
い
た
こ
と
が

原
因
だ
っ
た
と
気
づ
き
ま
し
た
。
親
の
子

ど
も
時
代
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
だ
な
と
か
、
そ
う
い
う
親
た
ち
を
誰
も

助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
、
親
も
支
え
て
も

ら
え
て
な
か
っ
た
の
だ
な
と
。
こ
れ
は
家

庭
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
構
造
上
の
問

題
な
の
で
は
な
い
か
と
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
楽
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
こ
の
辛
さ
の
根
拠
が
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
親
と
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
も
あ
り
ま
し
た
し
、
親
の
努
力
も
見

て
い
た
の
で
、
そ
の
辺
の
折
り
合
い
が
つ

か
な
か
っ
た
の
で
す
。
家
庭
内
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を
知
る
う
ち
に
、

私
た
ち
家
族
が
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
や
全

体
の
文
脈
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
自
分
を
労
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
す
の
で
「
正
し
い
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
楽
に
な
れ
ま

す
よ
」
と
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
親
か
ら
唯
一
何
も

言
わ
れ
な
か
っ
た
の
が
結
婚
相
手
で
し

た
。
夫
は
、
暴
力
や
虐
待
と
は
、
縁
遠
い

家
庭
で
育
っ
た
人
で
、
最
初
は
こ
の
人
は
、

何
て
話
が
通
じ
な
い
人
な
の
だ
と
、
か
な

り
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
し
た
（
笑
）。
私
の
つ

ら
さ
の
話
が
全
然
通
じ
て
な
い
。
そ
の
う

ち
に
「
そ
ん
な
こ
と
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
返
事
を
、
段
々
心
地
良
く
感
じ
て
い
る

自
分
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
理
解
さ
れ

な
く
て
も
構
わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

「
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
安
心
で
き
な

い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
相
手
に
辛

さ
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
て
も
さ
れ
な
く
て

も
、
そ
れ
は
安
心
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ

と
、
安
心
で
き
る
人
と
な
ら
、
安
全
と
安

セルフヘルプ・当事者活動は、生
きづらさや困難・悩みを抱える人、
同じ経験をした人やその家族など
が「ひとりじゃない」と実感でき、
仲間や社会とつながりを持つ活動
です。「当事者の歩み編」では、さ
まざまな経験や状況を生きる方々
の個人の歩みをうかがいました。
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自
然
と
変
わ
り
ま
す
ね
。
今
は
、
そ
の
こ

と
に
対
し
て
、
あ
い
か
わ
ら
ず
面
倒
だ
な

と
思
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
辛
い
と
感
じ

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

外
見
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、
家

庭
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
暴
力
的
な
圧
力

の
話
は
、
人
に
よ
っ
て
は
、
侮
辱
や
否
定

だ
と
誤
解
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
お
伝
え
し
た
ら
い
い
の

か
と
苦
慮
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
事

者
が
世
の
中
に
対
し
て
、
理
解
し
て
欲
し

い
け
れ
ど
、
安
っ
ぽ
い
同
情
は
や
め
て
欲

し
い
と
思
う
の
は
、
そ
う
し
た
社
会
か
ら

の
無
理
解
に
晒
さ
れ
て
き
た
家
庭
内
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
心
の
傷
痕
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
世
の
中
に
適
切
に
情
報
を

拡
げ
る
以
外
に
、
こ
う
し
た
苦
し
み
か
ら

当
事
者
が
抜
け
出
せ
る
方
法
は
無
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
と
い
う
意
識
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
は
、
身
体
的
な

暴
力
を
受
け
て
、
警
察
や
児
童
相
談
所
が

介
入
す
る
よ
う
な
特
別
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
最
近
の
世
の

中
は
、
虐
待
と
い
う
言
葉
を
出
し
た
途
端

に
、
妙
に
身
構
え
て
し
ま
う
。
で
す
か
ら

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
報
道
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
も
っ
と
当
事
者
や
そ
の
家
族
の
将

来
や
社
会
全
体
に
対
し
て
、
適
切
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
て
欲
し
い
と
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
よ
う
に
、
家
庭
内
の
無
言
の
圧
力

心
は
無
条
件
で
得
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
気
付

け
る
家
庭
と
家
族
を
持
た
せ
て
く
れ
た
夫

に
は
、
本
当
に
感
謝
で
す
。

安
全
の
た
め
に
自
分
を
つ
く
っ
て
い
く

　

負
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
変
な
自
意

識
が
あ
り
ま
し
た
。
人
か
ら
、
ど
う
思
わ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
ず
っ
と
探
っ
て
、

そ
の
空
気
感
の
中
で
、
そ
こ
に
見
合
う
自

分
を
作
ろ
う
と
必
死
で
し
た
。
相
手
が
自

分
を
ど
う
受
け
取
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
、
と
て
も
神
経
質
で
。
そ
の
場

に
適
し
た
自
分
を
上
手
に
作
れ
て
そ
こ
に

い
ら
れ
る
と
安
心
で
き
ま
し
た
。「
受
け

容
れ
ら
れ
た
い
」、「
弾
か
れ
た
く
な
い
」、

「
こ
れ
以
上
傷
つ
き
た
く
な
い
」
と
い
う

思
い
が
、
と
て
も
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
の
頃
は
、
自
分
の
中
に
ど
う
い

う
欲
求
が
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
が
い
か
に
そ
こ
で
安
全
に
い
る

か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

て
い
ま
し
た
。

　

20
歳
く
ら
い
の
時
に
、
た
ま
た
ま
見
つ

け
た
本
で
、
私
の
生
き
づ
ら
さ
に
は
、
名

前
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
最
初
に

知
っ
た
の
は
、「
ア
ダ
ル
ト
チ
ル
ド
レ
ン
」。

「
あ
あ
、
こ
う
い
う
こ
と
を
辛
い
っ
て
言

う
の
か
」
と
気
が
つ
い
た
の
が
、
情
報
と

い
う
も
の
に
触
れ
た
最
初
の
経
験
で
す
。

　

私
と
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
人
と

会
っ
て
も
、
初
め
の
頃
は
、
ど
う
せ
絶
対

無
理
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。「
こ
の
人
は
違
う
、
私
の
経
験
は
、

こ
の
人
は
経
験
し
て
な
い
、
だ
か
ら
私
の

気
持
ち
が
わ
か
る
訳
が
無
い
」
と
。
相
手

と
自
分
と
の
共
通
点
と
相
違
点
を
探
し
て

い
る
こ
と
が
長
か
っ
た
で
す
。
で
も
自
分

の
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
み
ん

な
違
う
の
が
当
た
り
前
で
、
ま
っ
た
く
同

じ
な
方
が
妙
で
し
ょ
？
と
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
は
、
か
な
り

の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
は
、
人
と

の
違
い
を
感
じ
て
も
、
不
安
や
妙
な
み
じ

め
さ
や
苛
立
ち
、
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

痛
み
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

上
手
く
届
け
た
い

　

父
は
も
う
他
界
し
て
い
ま
す
が
、
昔
と

今
で
、
母
と
私
と
の
関
係
に
何
か
変
化
が

あ
る
と
し
た
ら
、
母
に
対
し
て
、「
こ
の

人
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
だ
な
」、「
あ
な

た
は
そ
う
い
う
人
よ
ね
」
と
、
そ
の
ま
ま

の
母
を
、
適
度
な
距
離
感
で
受
け
流
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
心
理

的
な
境
界
線
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
で
も

母
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
イ
ラ
っ
と
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
受
け
取

り
方
が
変
わ
る
と
出
来
事
の
意
味
自
体
も
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や
、
張
り
つ
め
た
緊
張
感
の
中
で
育
っ
て

き
た
人
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
、

外
か
ら
わ
か
り
に
く
い
、
見
え
づ
ら
い
の

で
、
児
童
虐
待
防
止
法
も
、
そ
の
よ
う
な
、

現
在
や
過
去
の
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
よ
っ
て
今
も
抱
え

て
い
る
様
々
な
困
難
に
つ
い
て
、
す
べ
て

は
家
庭
と
本
人
の
自
己
責
任
に
な
っ
て
し

ま
う
。
虐
待
は
子
ど
も
を
保
護
す
れ
ば
終

わ
り
だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
実
は
そ
こ
か
ら
先
が
本
当
に

大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て

い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
、
人
生
の
中
で
立
ち
止
ま
っ
て
、
安

心
し
て
自
分
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た

り
、
安
心
し
て
一
休
み
で
き
る
時
期
を
誰

も
が
受
け
取
れ
る
社
会
の
空
気
が
あ
れ
ば

い
い
の
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

森
玲
子
（
相
談
担
当
）

�

安
井
忍
（
相
談
担
当
）イラスト　フローラル信子
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読者 の声  ～本誌375号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇【
特
集
】「
市
民
活
動
を
応
援
す
る
助
成
金
」

・
共
同
募
金
の
助
成
内
容
や
仕
組
み
、
中
央

共
募
の
活
動
の
変
遷
、
い
ろ
い
ろ
な
新
し

い
取
り
組
み
に
挑
戦
さ
れ
て
き
た
こ
と
な

ど
、
初
め
て
知
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
興

味
深
く
読
み
ま
し
た
。 

◇【
特
集
】「
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京

 　
市
民
活
動
助
成
基
金
」

・
使
い
勝
手
が
よ
く
組
合
員
に
も
見
え
る
形

で
助
成
基
金
が
運
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、

と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◇【
特
集
】「
世
田
谷
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド 

『
つ
な
が
り
ラ
ボ
部
門
』」

・�

助
成
金
に
関
し
て
と
て
も
新
し
い
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
具
体
的
な
場
所

を
拠
点
と
す
る
こ
と
の
力
強
さ
、
自
由
な

試
行
錯
誤
の
可
能
性
を
信
じ
た
」
と
い
う

点
に
納
得
で
す
。
今
後
の
助
成
金
の
あ
り

方
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
が
持

て
ま
す
。

◇【
特
集
】「
オ
ラ
ク
ル
有
志
の
会 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」

・
公
益
信
託
の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
基
金
立
ち
上
げ
も
、
多

く
の
方
の
気
持
ち
の
つ
な
が
り
も
す
ご
い

こ
と
だ
し
、
励
ま
さ
れ
ま
す
。
人
件
費

や
家
賃
な
ど
に
も
柔
軟
に
活
用
で
き
、
本

来
の
活
動
が
圧
迫
さ
れ
る
ほ
ど
申
請
書
や

報
告
書
に
労
力
が
取
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
な

く
、
組
織
そ
の
も
の
を
応
援
し
て
く
れ
る

よ
う
な
助
成
が
も
っ
と
増
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

◇
あ
す
マ
ネ

・
全
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
一
番
、
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
特
集
と
連
動
し
て
い
る
の
も
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
あ
す
マ

ネ
を
巻
頭
に
置
い
て
、
こ
こ
に
書
い
て
あ

る
こ
と
が
実
際
に
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
具
体
例
が
５
、６
件

紹
介
さ
れ
て
い
た
ら
、
と
て
も
面
白
い
特

集
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

◇
い
い
も
の 

み
ぃ
～
つ
け
た
！�

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
つ
な
が
る
手
仕
事
。
時
間

を
か
け
表
現
し
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
た
作

品
。
こ
の
視
点
に
感
銘
を
受
け
た
。
購
入

者
は
そ
の
価
値
観
を
問
わ
れ
る
と
思
う
。

・
毎
回
読
み
や
す
く
か
つ
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
内
容
で
、
次
も
楽
し
み
で
す
。

25かくし

お
気
軽
に
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　【あとりえトントン】は1987年、東大和市初の福
祉作業所として誕生し、その後1990年に【第２あと
りえトントン】が開所しました。精神疾患と向き合
いながらも自分の居場所として利用者がいきいきと
活動できる環境づくりを目指しています。革製品づ
くりは革の裁断から染色、縫製までの全工程を自分
たちで行っており高度な技術が求められる作業です
が、一つ一つ丁寧に進めていくのがトントンの自慢
です。カービングを活かしたトラディショナルライ
ンから、POPな色使いが特徴的な革小物まで幅広い
ラインナップを揃えています。トントンメンバーが
懸命に仕上げた革製品や出店情報、活動の様子は
HPや Instagramからもご覧になれますのでぜひの
ぞいてみてくださいね。

Vol.
35

1 ��ラウンドファスナー財
布。キャッシュレス時代
にちょうど良いと大人気
です。（横11㎝×縦9.8
㎝×マチ1㎝）

2 �色合わせや装飾には作
り手の個性が光ります。

3 �ポップからシックまで、
一品ものの手作り感がう
けてます。

4 �トントンが誇るカービ
ングの技術。染色にも
手が込んでいます。

東京都東大和市南街 5-69-6【TON1】
　　　　東京都東大和市向原 4-33-9-101【TON2】

042-566-3920【TON1】
　　　　042-566-4001【TON2】　

042-566-4413【TON1】
　　　　042-567-4766【TON2】

info@atonton.com【TON1】
　　　　dai2@atonton.com【TON2】

https://atonton.com

11

22

33 44

（表 3）」

トントンメイドな
革工芸！

NPO法人生活支援センター207
あとりえトントン・第２あとりえトントン
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表 4

東京ボランティア・市民活動センターのホームページで、
ボランティアや寄付の募集、イベント情報の投稿ができます！

ISBN978-4-909393-33-3 C2036 ¥364E

ボランティア・市民活動グループのみなさんへ

情報投稿の手順は左のQRコードから♪
実際の情報投稿は右のQRコードから♪

この他にも、ボランティア・市民活動に役立つ様々な情報を掲載しています！

ボラ市民ウェブでできること

★まずは https://www.tvac.or.jp/　へアクセス！
　右のＱＲコードを読み取ると便利です
　Yahoo! や Google 等で「ボラ市民ウェブ」と検索してもOK！
　＊ボラ市民ウェブは東京ボランティア・市民活動センターのホームページです。

パソコンでも
スマートフォンでも
見られます♪

参加者や寄付等を
募集する

情報を探す

・ボランティア募集
・スタッフ募集
・イベント参加者募集
・寄付募集
・グッズ購入者募集

・他の団体の情報
・助成金
・活動のヒント 
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